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プロフィール 

氏名 

細野 高啓（ほその たかひろ） 

出生 

1976 年１月 カナダ・トロント市生まれ 

国籍 

日本人 

所属および役職 

熊本大学大学院先端科学研究部 教授 

学位 

理学博士（2003 年 3 月 筑波大学） 

学歴 

1994 年 3 月 31 日 

京都府立兎道高等学校 卒業 

1994 年 4 月 1 日 

信州大学理学部地質科学科 入学 

1998 年 3 月 20 日 

信州大学理学部地質科学科 卒業 

1998 年 4 月 1 日 

筑波大学地球科学研究科博士課程 地質学専攻 入学 

2003 年 3 月 25 日 

筑波大学地球科学研究科博士課程 修了 

職歴 

2003 年 4 月 1 日 

早稲田大学理工学術院環境資源工学科 助手 

2005 年 4 月 1 日 

総合地球環境学研究所 技術補佐員 

2006 年 4 月 1 日 

日本学術振興会特別研究員（総合地球環境学研究所） 

2007 年 5 月 1 日 

秋田大学工学資源学部地球資源学科 助教 

2009 年 4 月 1 日 

熊本大学大学院先導機構 特任助教 

2013 年 6 月～2014 年 3 月 

スペイン・バルセロナ大学地質学研究科 在外研究員 

2014 年 4 月 1 日 

熊本大学大学院先導機構 准教授 

2017 年 8 月～2017 年 9 月 

フランス・パリ地球物理研究所 客員准教授 

2019 年 4 月 1 日 

熊本大学大学院先端科学研究部 准教授 
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熊本大学国際先端科学技術研究機構 准教授（併任） 

2021 年 8 月 1 日 

熊本大学大学院先端科学研究部 教授 

熊本大学国際先端科学技術研究機構 教授（併任） 

2022 年 6 月～2022 年 9 月 

イタリア・ローマ大学サピエンツァ校地球科学科 在外研究員 

現在に至る 

 

研究テーマ 

全体構想 

空から降った雨や雪が山地にて涵養され、それが河川や地下水となって合流し、最終的に湖や海へと流出する。
流域を研究スケールのユニットとしてとらえることにより、地形や地質、また土地利用の特徴に対応した水の循
環、物質の運搬過程、海と陸の相互作用の特徴を総合的に評価しやすくなります。 

水循環系において、水にとって旅の始まりとなるのは‘降水’といえるでしょう。通常、雨や雪は大気中の二酸
化炭素を溶かし込んでいるため弱酸性です。この特徴に加え、植生に覆われた大地では土壌中で有機物の分解が
起こるため、降水が浸透してできる土壌中の水はさらに二酸化炭素を含むようになります。こうした水が大地に
浸透する過程で、土壌や岩石を構成する鉱物を徐々に溶かしていく反応、いわゆる‘化学風化’という現象が起き
ます。 

化学風化は、単に岩石が溶ける現象だけでなく、大気中の二酸化炭素を溶存態の形で水中に固定する反応でも
あるため、近年問題となっている CO2温室効果ガスの削減効果を評価する観点から研究が進められています。ま
た、化学風化によって岩石・鉱物中のミネラル成分が適度に溶けだすことでおいしいミネラルウォーターが作ら
れるわけですから、その詳細な形成プロセスを調べることも私たちの研究対象となります。 

一方、火山活動や断層活動が活発な地域では、しばしば地下深部のマグマ水や熱水などの流体が湧昇する現象

研究室で推進している研究の全体構想 
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が認められ、これによっても地表循環系の水質が変化することになります。こうした地表と深部の水の関係性を
調査するため世界各地の地熱帯や温泉地を巡ることもしばしばです。水域は、大気と地質物質との相互作用だけ
でなく、動植物や微生物を介し様々な生物地球化学的反応が起こる場でもあります。すなわち、水質進化という
のは、多圏が相互に複雑に絡み合った作用の結果であるといえるのです。 

動植物の生命活動は有機物の供給や分解を通して流域に変化を与え、例えば、炭素や窒素といった生元素の地
球表層物質循環系をつくってきました。しかし、今日では人間活動の活発化によって自然のサイクル以上の窒素
や炭素が過剰に負荷され、例えば、特に物質の蓄積が起こりやすい帯水層では、地下水の硝酸性窒素汚染が世界
的問題へと発展しています。他にも、地下水砒素汚染など非人為起源の汚染や、化学物質の漏出などによる点源
汚染も存在します。一方、例えば脱窒菌による硝酸汚染自然浄化など、自然界には微生物の活動によって汚染の
影響を修復する自浄機能が備わっている場所も広がっています。しかし、その実態や能力、また限界については
重要にも関わらず詳しく分かっていないことも多いのです。 

今日の地球環境変化に対応してゆくためには、問題の実態をより正確に知る努力が欠かせません。当研究室で
は、地球を構成する様々な元素の自然界におけるサイクルを理解しながら、学問的かつ社会的にホットなテーマ
に注目し、流域環境の変化やその原因を読み取り、未来への予測につなげる研究を進めています。以上に述べた
基本概念を踏まえ、これまで注目してきた流域の各水域における研究テーマ（研究室で推進している研究の全体
構想の①～⑩に該当）を、上流域から下流域にかけて簡単にご紹介したいと思います。2016 年 4 月に発生した熊
本地震による地下水環境変化の実態把握に関する研究も推進しています。 

特別研究：熊本地震による地下水環境変化の全容解明 

内容紹介 
ご存知のとおり、2016 年 4 月 14 日 21 時 26 分、そして続く同月 16 日 01 時 25 分に熊本県熊本地方で震度 7 を

観測する地震が発生しました。これにより、例えば水前寺成趣園の湧水が枯渇する、また、阿蘇山体周辺地域で
は逆に新たな湧水が出現するなど各地で目に見える形で地下水や湧水の変化が認められました。本研究では、広
域的に観察された地下水位変動の原因究明を手始めに、最終的には地下水質変化特徴ならびに帯水層中の菌叢変
化特性を理解することで、熊本地震前後の地下水環境の変化メカニズムの全容を解明することを目的に調査を行
ってきました。地震が起こって初めて取り組んだテーマですが、未知事象の解明の観点からこれまで世界で解明
されていなかった新しいメカニズムの発見を含む多数の成果が生まれました。熊本地域の地下水は地域都市圏の
水瓶ともなっています。その実態を把握することは地域にとってとても重要であると言え、市民公開講座や新聞
等のメディアを通した成果の発信を行ってきました。詳しくは、論文、書籍、成果発信等の欄をご覧ください。 
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研究資金 

R2-4 年度 科学研究費補助金 国際共同研究加速基金 国際共同研究強化（A）（代表 細野高啓） 

H29-32 年度 科学研究費補助金 基盤研究 B（代表 細野高啓） 

H29-31 年度 科学研究費補助金 基盤研究 C（分担 谷水雅治） 

H29-31 年度 SUNTORY 寄付金（代表 細野高啓） 

H28 年度 科学技術振興機構 J-Rapid（代表：中田晴彦） 

学外の研究協力関係（共同で論文作成したもののみ紹介） 

京都大学地球熱学研究施設、産業技術総合研究所、㈱地圏環境テクノロジー、長崎大学大学院 水産・環境科学総
合研究科環境科学部、熊本県立大学、関西学院大学、鹿児島大学総合科学域総合教育学系、総合地球環境学研究
所、カリフォルニア大学バークレー校等、イタリア・ペルージャ大学、イタリア・ローマ大学サピエンツァ校、
台湾・国立中央大学、高知大学農林海洋科学部、JUMSTEC 高知コアセンター 

① 越境大気汚染が日本列島に及ぼす影響評価 

内容紹介 

流域水循環系の枠組みにおいて、まず大気降下物の特徴やその変化を理解することが重要となります。特に顕
著な変化が示唆されその理解が急務となっている、大陸から飛来する越境大気汚染物質の列島に及ぼす影響に注
目しています。本研究では、長期にわたる試料に乏しい降水の情報ではなく、大気降下物の質的変化を保存して
いると考えられる高山湖沼堆積物の情報を抽出することで、越境大気汚染史を 100 ～数 100 年程度遡って解読
しています。210Pb や 137Cs 年代法を用いた堆積年代推定、微量元素ならびに放射性起源安定同位体起源トレーサ
ー（87Sr/86Sr, 204Pb, 206Pb, 207Pb, 208Pb）を用い、2008 年～2010 年の間全国から採取されたアーカイブス試料の解析
を進めてきました。 

2008 年の研究当初はどの湖沼から手を付けて良いか手探り状態でしたが、全国を北から南まで調査し、現在で
は列島を最低限カバーする試料を揃えることができたと思っています。また、熊本大学理学部地球環境科学コー
スの一柳准教授が中心となって 2013～2014 年に一年間かけて全国で収集された降水の水質特徴をデータベース
化し、汚染起源ならびに負荷量の地域性についても知見が蓄積されてきました。また、生き物の年輪を利用した
越境汚染の履歴の復元にも興味を持っています。研究には研究室設置の誘導結合プラズマ質量分析計（ICPMS）
を用いています。環境モニタリング拠点としての特定湖沼や生態アーカイブスの提案を通し、こうした研究分野
が東アジア地域全体の共通問題認識へと発展していくことが望ましいと考えています。 

ake Mikuriga, Toyama, Japan ake Chokai, Akita/Yamagata, Japan Rishiri Is. northern Hokkaido, Japan Climbing Mt. Yotei, Hokkaido, Japan ake Muronouchi, Mt. Sanbe, Shimane, Japan

Core sediments sample archives

コ アの  輪切  り 作業 Core sectioningコ アの  輪切  り 作業 Core sectioning採泥作業    の 様子 Core samplingダイバー    潜水  による   採泥作業   Core sampling by professional diver

XRF Rain water sample archives ICPMSICPMS analysis
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研究資金 

H26-28 年度 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研（代表 細野高啓） 

H21-25 年度 振興調整費（テニュア・トラック事業による資金補助）（代表 細野高啓） 

学外の研究協力関係 

名古屋大学、JUMSTEC、高知大学海洋コア総合研究センター、愛媛大学、関西学院大学、国立台湾大学、気象庁 

② 流域表層における化学風化：CO2バッファー能力ならびに栄養塩 flux 評価の観点から 

内容紹介 
いわゆる‘化学風化’の実態解明と、風化反応を通した流域 CO2バッファー能力の評価を行う研究です。2012 年

頃からドイツ Hamburg 大学の Jens Hartmann 教授の研究グループと共同研究の計画を立て、2014 年から阿蘇カル
デラ内流域および霧島周辺地域で調査を開始したのが研究開始のきっかけです。Hartmann 教授らが提唱した全
球モデルによると南九州は世界でも風化促進が顕著な地域です。しかし、モデルを説明する観点からの詳細なプ
ロセス研究はまだ始まったばかりで、阿蘇・霧島地域における我々の研究はこの足がかりとして世界の第一線で
活躍する化学風化研究グループからも熱い視線を注がれています。 

研究室には Thermo Fisher Delta V Advantage が 2 台、Picarro が 1 台、ICPMS が一台の、合計 4 台の質量分析装
置が設置されています。まずは阿蘇カルデラ内の流域において河川水や湧水の採水を行い、各種主要イオン濃度
や微量元素濃度の分析、ならびに各種同位体分析（酸素、水素、窒素、炭素、硫黄、リチウム、ボロン、ケイ素）
をドイツ、フランス、ベルギー、アメリカの研究機関と共同で行っています。また、カラムを用いた岩石や堆積
物の風化模擬実験を通し、化学風化の定量評価から共同研究を進めています。 

地域研究の他、グローバルスケールでのビッグデータの構築にも興味を持っています。2019 年から Hamburg 大
学の Jens Hartmann 教授が推進する GLOWACHEM プロジェクトに東アジア・東南アジア部門の代表として参加
しています。世界の水質データを収集し、シミュレーションや AI 技術を応用させて次世代研究に発展できるデ
ータベースを構築するプロジェクトです。2021 年現在、世界 2800 万ヵ所からのデータが集約されてきています。
今後の炭素循環に係る解析にも活躍できると期待されています。 

 

研究資金 

H26-  熊本大学自然科学研究科 国際共同拠点ならびに国際先端科学技術研究機構プロジェクト（学内プロジェ
クト）など 

学外共同研究 

ドイツ・ハンブルグ大学、フランス IPGD（Institut de Physique du Globe de Paris)、ベルギー・ルーヴァン大学、ア
メリカ・サウスカルフォルニア大学、東京大学大学院理学系研究科 

③ 不飽和帯での水および物質挙動の解明 

阿蘇  カルデラ    内流域   の 風景 View of Aso caldera watershed, Kumamoto, Japan 水田 Paddy within Aso caldera watershed, Kumamoto, Japan 代掻  き 風景 Cultivation of paddy within Aso caldera watershed, Kumamoto, Japan 風化  を 介 した  酸化鉄   の 形成 Iron oxidation observed in tributary sedimentary bed within Aso caldera watershed, Kumamoto, Japan

採水風景   1 Snap picture in water sampling survey in the Aso caldera watershed 1

 Snap picture in water sampling survey in the Aso caldera watershed 
3 Snap picture in water sampling survey in the Aso caldera watershed 3 Snap picture in water sampling survey in the Kirishima volcanic area

海外  メンバーとのミーティング           inプラハ  Aso research meeting in Purge
Isotope Ratio Mass Spectrometer System installed in our laboratory
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内容紹介 
不飽和帯とは、地表と飽和帯（いわゆる地下水帯水層）との間にある、固相－液相－気相の三相が存在する土

壌帯のことを指します。その層厚は、場所によって様々ですが、例えば熊本地域の台地部では最大 70 m ほどの
厚さになることが知られています。実はこの不飽和帯の土壌中に存在している水というのは、地下水のように容
易に組み上げて手に取ることができないので、その動きを把握することは思ったより難しいものなのです。この
水を手に取るためには、不攪乱土壌掘削機という掘削時に水を使用しない特殊機械を使って土壌を採取し、実験
室に持ち帰った土壌から土壌水や間隙水を抽出するといった方法があります。当研究室では、酸素・水素安定同
位体トレーサーを用い、土壌水のその鉛直分布パターンと降水同位体季節変動を基に構築される涵養水の仮想鉛
直分布パターンを比較検討することで、水の涵養量や鉛直降下速度を推定する研究を行ってきました。 

帯水層中の水質汚染の実態は井戸から採取した点のデータを三次元的に広げて解析することができますが、不
飽和帯中の水については一体どの程度の汚染蓄積がありそれがどの程度の時間遅れを伴って帯水層へと到達す
るのかが良くわかっていません。このため、厚い不飽和帯覆う地域では、帯水層地下水に対して今後の汚染動向
を読み取ることが難しくなり、地下水保全や対策の観点において重要な問題となっています。柱状堆積物を扱う
地道な作業ですが、地下水研究における一つのブラックボックスを解き明かすという目的は重要であり、面白い
謎解きだと言えるでしょう。地域で懸念されている硝酸性窒素に加え、新たに取り立たされる例えば PFAS 等の
化学物質の地下での挙動を解析するためにも、この不飽和帯中の物性や水の浸透特性を明らかにすることが社会
的にも重要な課題となっています。 

 

研究資金 

R7-9 年度 環境研究総合研究費（ERCA：代表 細野高啓） 

H22-27 年度 科学技術振興機構（CREST：代表 嶋田純） 

H27-R1 年度 熊本県委託事業（代表 細野高啓） 

学外との研究協力関係 

熊本県、岩手大学農学部、（株）地圏環境テクノロジー、長崎大学 

④ 水収支ならびに水質進化機構の解明 

内容紹介 

水文気象データや流量・水位といった長期観測データを手掛かりに、主に数値解析を通して水位、水収支、水
質の変化特性を明らかにする研究も実施しています。また、水に溶存するクロロフロロカーボン（CFCs）、六フ
ッ化硫黄（FS6）、クリプトン（85Kr）を測定することで山体湧水や帯水層地下水の涵養年代を推定する研究が進
められています。当研究室では年代や流動の情報を軸に、化学風化反応速度や水質進化メカニズムを詳細レベル
で解明する新たな試みにも挑戦してきました。地下水年代に関する分析・解析は、熊本大学の OB でもある長崎
大学の利部慎先生と連携して、共同で研究を進めています。さらに、これら基礎データを統合することで地下水
流動モデルの構築や改良にも取り組んでいます。ある程度信頼性を有したモデルができると水の動きを可視化す

Unsaturated one soil sampling in Ueki, Kumamoto, Japan Unsaturated one soil sampling in Kikuyo, Kumamoto, Japan Unsaturated one soil sampling in Koshi, Kumamoto, Japan

inProcessing of core samples at Ueki, Kumamoto, Japan
整理  されていく     土壌  コ アCore samples from Kikuyo, Kumamoto, Japan

Unsaturated one soil sampling in Koshi, Kumamoto, Japan Unsaturated one soil sampling in Kikuyo, Kumamoto, Japan

http://accafe.jp/hosono/swfu/d/3-01.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/3-02.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/3-03.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/3-04.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/3-06.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/3-07.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/3-08.jpg


-7- 
 

る作業が可能となります。そうした可視化やシナリオベースの解析・検証を通し、地域水資源の長期的な保全や
管理指針の策定に役立てられます。 

 

学外との研究協力関係 

長崎大学、ドイツ・ハンブルグ大学、フランス IPGD（Institut de Physique du Globe de Paris)、ベルギー・ルーヴァ
ン大学、アメリカ・サウスカルフォルニア大学、インドネシア・バンドン工科大学、アメリカ・カリフォルニア
大学リバーサイド校、（株）地圏環境テクノロジー 

⑤ 地下水硝酸汚染の原因究明と自然浄化機能の解明 

内容紹介 
2006 年頃から開始した、個人的にこれまで最も力を入れて研究してきたテーマの一つです。研究を通し、流動

に沿って採水した地下水の成分や多元素安定同位体比を用いて硝酸汚染の実態、原因、帯水層中における自然浄
化機構の解明を目指してきました。中でも帯水層中の脱窒による自然浄化に注目しています。これと関連し、実
験室における培養実験を通して窒素、硫黄、炭素同位体比の変化特性を利用した同位体方法論の構築も行ってき
ました。当研究室では脱窒菌法による硝酸イオン中の窒素と酸素の安定同位体比、BaSO4沈殿法による硫酸イオ
ン中の硫黄と酸素の安定同位体比、リン酸法による重炭酸イオン中の炭素安定同位体比のガスベンチ分析がルー
チン化されています。更に、帯水層中における硝酸の挙動を可視化するシミュレーションモデルの構築も進めて
います。モデルを用いたシナリオベースの解析を通し、水質の将来予測や土と地下水を育む農業推進にとって効
果的な方針の策定に活用されます。 

熊本地域    における    湧水採水   Spring water sampling in Kumamoto, Japan 山形県遊佐町丸池       Maruike spring in Yuza, Yamagata, Japan 山形県遊佐町牛渡川        Ushiwatari spring stream in Yuza, Yamagata, Japan 山形県遊佐町牛渡川         ばいかも   Water plant in Ushiwatari spring stream in Yuza, Yamagata, Japan 富士山麓柿田川湧水        Kakitagawa spring in Fuji, Shizuoka, Japan

バリの   火山山麓湧水     Spring in Bali Island, Indonesia カメルーン     山風景  View of Mt. Cameroon, Cameroon カメルーン     山山麓湧水採水調査         における    流量測定   Spring discharge rate measurement in Mt. Cameroon spring areaキリマンジャロ       湧水採水調査風景       Spring water sampling in Mt. Kilimanjaro, Tanzania

カメルーン     山山麓湧水採水調査         にて At spring water site in Mt. Cameroon

http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-01.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-02.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-03.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-04.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-05.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-06.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-07.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-09.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-10.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/4-08.jpg


-8- 
 

熊本地域での研究を通して研究方法論も整ってきました。また、これまで様々な国と地域で研究を行ってきま
した。今後は同地域におけるモニタリングを継続すると同時に、他の異なる水文地質条件を有する地域への応用
を進めていきたいと考えています。より詳しくは、業績欄の論説や書籍をご覧ください。最近では、総合地球環
境学研究所や琉球大学のグループが推進する、沖縄、インドネシア、パラオ等の熱帯・亜熱帯島嶼地域を対象と
した研究に参画しており、しばらくこうした関連の研究は続くものと考えています。 

 

研究資金 

R7-9 年度 環境研究総合研究費（ERCA：代表 細野高啓） 

R7-9 年度 環境研究総合研究費（ERCA：代表 安元純） 

R4-7 年度 科学研究費補助金 基盤研究 A（代表 細野高啓） 

R3-7 年度 総合地球環境学研究所プロジェクト （代表 新城竜一・安元純） 

R2-6 年度 熊本県委託事業（代表 細野高啓） 

R2-4 年度 科学技術振興機構（SOLVE for SDGs: 代表 安元純） 

H22-27 年度 科学技術振興機構（CREST: 代表 嶋田純） 

H24-27 年度 科学研究費補助金 若手研究 A（代表 細野高啓） 

H20-23 年度 科学研究費補助金 若手研究 A（代表 細野高啓） 

学外共同研究（共同で論文作成したもののみ紹介） 

北海道大学低温科学研究所、秋田大学工学資源学部、産業技術総合研究所、筑波大学流域環境センター、東京大
学大気海洋研究所、京都大学生態学研究所、広島大学総合科学研究科、長崎大学水産学部、長崎大学環境科学部、
琉球大学農学部、㈱地圏環境テクノロジー、岩手大学農学部、東海大学熊本キャンパス、イギリス・リーズ大学、
スペイン・バルセロナ大学、アメリカ・フロリダ州立大学、アメリカ・アリゾナ州立大学、ブラジル・サンパウ
ロ大学、韓国・国立ソウル大学、台湾・国立台湾大学、台湾・中央研究院、フィリピン・フィリピン大学、イン
ドネシア・水資源局、タイ・水資源局、タイ・チュラロンコン大学、インドネシア・バンドン工科大学、イラン・
Shahid Beheshti 大学、北里大学海洋生命科学部 

⑥ 地下水砒素汚染に対する生物地球化学的研究 

熊本健軍水源井      The Kengun production well, Kumamoto, Japan 熊本健軍水源地      The Kengun groundwater tank, Kumamoto, Japan
ジャカルタの      水源地  Spring water source in Jakarta, Indonesia

沖縄本島南部子米須地下           ダム The Komesu underground dam at southern main island Okinawa, Japan スーダンカッサラ        水源地  The water source in Kassala City, Sudan

Nubian sandstone

きわめて    還元的   な 地下水   ： バン  コ ク 地下水採水     にて Groundwater sample collected from anoxic aquifer system in Bangkok, Thailand

還元的   な 帯水層地下水     Groundwater sample collected from anoxic aquifer system in Kumamoto, Japan

Groundwater sampling at Jakarta, IndonesiaGroundwater sampling at angkok, Thailand

Groundwater sampling at Taipei, Taiwan

今 から  海外調査    に 出 かけます   In the airport with many sampling tools

集 まったサンプル      Accumulated samples

ホテルで    夜通  し 試料処理    をすることもしばしば         Sample processing at hotel 海外調査時     でのお   昼 ご 飯Some lunch box in the field in Thailand

バクテリア     培養実験    の 風景 Bacterial batch experiments for isotope study脱窒菌法    の 一過程  Purge process as in a part of denitrifier methodアナモックス      培養実験   Anammox

Groundwater sampling in Kumamoto, Japan

バン  コ ク 郊外観測井    Monitoring well in Bangkok, Thailand
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内容紹介 

硝酸性窒素汚染と並び、地下水で汎世界的にみられる主要な水質汚染問題の一つです。汚染物質の漏出による
局所的な問題も存在しますが、多くは帯水層中にある程度濃縮していた自然由来の砒素が溶出して広範で生じる
ことが報告されています。砒素溶出の主要なメカニズムとして、帯水層が酸化的な環境に変化することで硫化鉱
物中に含有されていた砒素が溶出する場合と、逆に還元的な環境下で水酸化鉄が溶出する際共沈していた砒素も
一緒に溶出してしまう、といった主に二つのケースが考えられています。砒素溶出は広域流動系の一部で起こっ
ている現象ですので、流域物質循環の概念に沿ってそのメカニズムを知ることが重要だと考えています。熊本地
域や他のアジア地域における研究を通し、砒素汚染は流動末端の、脱窒により硝酸汚染が浄化されているような
還元域で起こっているケースが多いことが分かってきました。 

研究資金 

H22-27 年度 科学技術振興機構（CREST：代表 嶋田純） 

H17-22 年度 総合地球環境学研究所プロジェクト 

学外共同研究（共同で論文作成したもののみ紹介） 

筑波大学流域環境センター、東京大学大気海洋研究所、京都大学生態学研究所、広島大学総合科学研究科、長崎
大学水産学部、台湾・国立台湾大学、台湾・中央研究院、フィリピン・フィリピン大学 

補足 地下水研究の紹介では硝酸と砒素の二大汚染物質に対するテーマをお示ししました。世の中にはこれ以外
にもフッ素やホウ素、また有機化合物系汚染など様々な問題が存在しています。特に有機化合物汚染の浄化研究
には Compound Specific Isotope Analysis のような最新の同位体技術が応用され始め早くも 10 年以上経ちます。地
下水を公水と位置付ける国外の状況において本分野の向上と研究熱は凄まじいものがあります。一旦汚染が起こ
ると莫大なお金が動くからです。残念ながら本国ではこうした研究の動きは極めて鈍いようです。今後の我が国
における動向についても注視しているところです。 

⑦ 海底地下水湧出現象の解明 

内容紹介 
河川や地下水は流域を流下し、最終的には湖や海洋へと流出します。あまりピンとこないかもしれませんが、

自然界では淡水が地下水を通して直接海岸や海中で湧き出す現象が存在し、このことを海底地下水湧出（SGD: 

Submarine Groundwater Discharge）現象とよびます。河川流出は地表で目に見える現象なのでその量や質の特徴を
手に取って調べることができますが、海底地下水湧出は目に見えない地下や海中での現象のため、その実態や海
洋環境に与える影響は良く分かっていません。世界のいろいろな研究者の試算によると、海洋へと流出する淡水
全体のうち、地下水が占める割合は数～10%程度であることが多いようです。そもそも、どんなに小さな川にも
名前はついているものですが、海岸や海中に湧き出す湧水（淡水）に名前すらついていないものも多いのです。
言われてみると不思議なものです。また、海洋へ寄与する淡水の全体量として地下水は河川水と比べ小規模なわ
けですが、地下水は河川水と比較して相対的に溶存成分に富むため海洋への栄養補給ルートとして、または、沿
岸の富栄養化の原因となる栄養塩供給に観点から、その研究対象としての重要性が注目されています。 
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こうした学術的な注目度と相まって、2000 年に入り、水中のラドン濃度を現場で測定することで SGD の分布
や量を調べる調査方法がフロリダ州立大学の Bill Burnett 教授らのグループによって提案されました。我々とし
ても、まず地域流域における SGD の量や質的特徴を理解することを興味として 2008 年頃から調査を行ってきま
した。これまで秋田県と山形県の県境に位置する鳥海山麓において SGD 調査を Burnett 教授らと共同で行い、興
味深い結果を報告しています。その後八代海においてマクロスケールでの研究を進め、熊本近隣地域を中心に詳
細なラドン観測に基づいた SGD プロセスを明らかにしてきました。 

 

研究資金 

R7-9 年度 環境研究総合研究費（ERCA：代表 安元純） 

H23-27 年度 文部科学省特別経費 

H22-26 年度 人間文化研究機構連携研究 

H22 年度 財団法人交流協会研究助成（技術交流専門家事業） 

H17-22 年度 人間文化研究機構連携研究 

学外共同研究（共同で論文作成したもののみ） 

総合地球環境学研究所、アメリカ・フロリダ州立大学、カリフォルニア大学サンタクルーズ校 

⑧ 河川水質変化メカニズムに関する地球化学的研究 

内容紹介 
山地で降った雨が河川における水の流れを作り出し、やがて流下するにつれて地質物質との反応や水質の異な

る河川の混合などを経て水質が変化します。水質変化は、農業、鉱山活動、都市化などの人間活動によっても起
こっています。こうした河川の水質変化メカニズムを、水質分析や同位体トレーサー法を通して研究してきまし
た。過去の研究では、人間活動が及ぼす流域河川の水質変化を評価する特色の強い研究を行ってきました。その
他、同位体トレーサー法を用いて河川水質と生態との関係を紐解く研究も行ってきました。この関連でアマゾン
にも足しげく通っていた時期がありましたが、忙しくなった今は遠くてなかなか行けていません。現在は、統計
解析や AI の一種である機械学習を適応させ、全国各地の河川水質データを統合し大規模なデータを用いて、国

Rad7RnRn monitoring methods using three Rad7s
mooringContinuous Rn monitoring survey (mooring) using one Rad7 at the Shiranui ay, Yatsushiro, Japan

SGContinuous Rn monitoring (towing) along the western coast of Mt. Chokai, Yamagata/Akita, Japan

SGSG  sample collection at Mega ay, Yamagata, Japan SGSG  sample collection at the roof of Mt. Cameroon, Cameroon

山形県遊佐町釜磯海岸          で 見 られる   海岸湧水   Coastal spring water discharge in Kamaiso Bay in Yuza, Yamagata, Japan 海岸湧水拡大写真       Submarine groundwater discharge (SGD) in Kamaiso Bay in Yuza, Yamagata, Japan

SGThe Mega ay, famous oyster production one associated with SG , Yu a, Yamagata, Japan

カメルーン     山山麓海岸湧水      Coastal spring water discharge at the roof of Mt. Cameroon, Cameroon イストラ    半島  で 見 かけたカルスト       地域  のSGD SGD found in Istria peninsula

青 ナイルと    白 ナイルの    合流点  At the meeting point of Blue and White Nile, Sudan アマゾン    川合流地点    At the meeting point of Rio Solimoes and Rio Negro, Manus, Amazon, Brasil 琵琶湖濁水河川流入        Muddy water in flowing into Lake Biwa, Shiga, Japan 琵琶湖逆水     を 用 いた  代掻  きin滋賀県彦根市     Paddy cultivation in Hikone, Shiga, Japan 松尾鉱山近傍河川       Acid river near Matsuo sulfur mine, Iwate, Japan

inContaminated river water observed in Manila, Philippine

チャオプラヤー       川 での  採水風景   River water sampling at Chao Phraya River, Thailand

PescadaAn otolith of Pescada in Ama on, ra il
River water sampling in Manila suburb, Philippine

Sunset view of Ama on River
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土レベルでの水質特徴を把握しそのレジリアンス特性を評価する試みを進めています。 
 
研究資金 
H17-22 年度 総合地球環境学研究所プロジェクト 
学外の研究協力関係 
総合地球環境学研究所、ブラジル・パラ州立大学、理化学研究所、広島大学先進理工系科学研究科、岡山大学環
境生命自然科学学域 

⑨ アジア地域沿岸域における重金属汚染史の解明 

内容紹介 
河川によって運ばれた物質は堆積物として沿岸域の海底下で堆積します。重金属等の元素は堆積物粒子に沈着

する特性を持つため、流域において河川経由で運ばれてきた汚染物質もまた沿岸堆積物中に堆積します。したが
って、流域における重金属汚染の動向を調べるためには溶存体としてではなく、物質が最終的に寄せ集まる内湾
などの沿岸堆積物に注目し、固体中に沈着もしくは再結晶化している物質をターゲットにする必要があります。
欧米や日本のような先進国では 1970 年当時から、①越境大気汚染が日本列島に及ぼす影響評価の紹介欄で触れ
た方法と同様のアプローチで、沿岸柱状堆積物を用いた重金属汚染史の解読が盛んにおこなわれてきました。し
かし、近年発展目覚ましいアジア新興国における汚染の現状についてはまだ十分に調査がされてきたとは言えな
い状態にありました。 

そのような状況に着目し、2006 年からアジア各国地域（タイ・バンコク、フィリピン・マニラ、インドネシア・
ジャカルタ、台湾・台北、大阪）の沿岸堆積物の採取調査を行い、現状の良くわかっていなかった地域における
汚染史の解読研究を進めてきました。この研究は既に 2010 年頃には終了し、行った調査の結果は学術誌で報告
済みです。その後もアジア都市沿岸域では研究例も蓄積されてきたので研究活動としては現在休止状況です。た
だし、調査が行われていない地域もあるにはありますし、アジア汚染史についての review work もまだ少ないの
で、今後の研究の進展について興味を持って見守っているところです。 

 

研究資金 

H17-22 年度 総合地球環境学研究所プロジェクト 

H18-19 年度 JSPS 特別研究員奨励費（細野高啓） 

学外共同研究（共同で論文作成したもののみ） 

高知大学海洋コア総合研究センター、総合地球環境学研究所、広島大学総合科学研究科、長崎大学水産学部、東
京 JICA 研究所、台湾・国立台湾大学、台湾・中央研究院、フィリピン・フィリピン大学、インドネシア・水資源
局 

⑩ 火山性熱水、地熱水、深部流体の地球化学 

内容紹介 
日本列島は多くの火山が位置していることから、温泉資源や地熱エネルギー資源に恵まれています。その他、

地下深部にまで到達する構造線に沿って、深部からの流体の湧出が各地で報告されています。こうした深部の流
体は少なからず地表の活発な水循環系に寄与していることが考えられますが、それらの分布や湧昇メカニズム、

ジャカルタ     湾 での  コ ア 採取風景   Marine sediment core sampling in Jakarta Bay, Indonesia 現地  での  コ ア 切 り 作業風景   Sample processing for the core sediments collected from Jakarta Bay, Indonesia マニラ   湾 での  コ ア 採取風景   Marine sediment core sampling in Manila Bay, Philippine 調査夕暮    れ 風景 inマニラ   湾Sunset view in the field survey at Manila Bay, Philippine バン  コ ク 湾 での  コ ア 採取風景   Marine sediment core sampling in Bangkok Bay, Thailand

http://accafe.jp/hosono/swfu/d/9-01.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/9-02.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/9-03.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/9-04.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/9-06.jpg
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水質や同位体的特徴、また地表水の水質に与える影響について系統的な理解が進んでいない点も多くあります。
九州のほぼ中央に位置する熊本をフィールドの足掛かりとして、深部流体を水循環機構の一つのサブシステムと
捉えることで、それらの地球化学的特徴付けを目指します。 

研究資金 

H26-  熊本大学自然科学研究科 国際共同拠点ならびに国際先端科学技術研究機構プロジェクト（代表 細野高
啓）など 

学外との研究協力関係 

京都大学、ドイツ・ハンブルグ大学、イタリア・ローマ大学サピエンツァ校、中国・成都工科大学 

 

番外編：かつてはこんな研究をしていました！  

Petrology: Intermediate to silicic magmatisms are distributed commonly in the back-arc side of 

convergent margins, and are associated with hydrothermal deposits throughout the world. The 

origin and evolutionary process of volcanic and granitic rocks and genetical connection between 

volcanic rock and hydrothermal deposit have been investigated using Sr (strontium)-Nd 

(neodym)-Pb (lead) isotope tracers in southern Kyushu, Japan. Stable isotopes were successfully 

used to distinguish diverse regions contributing to the systems such as oceanic slab, slab 

sediment, mantle wedge, and crustal material from the lower to upper crust. We have reported 

results of these studies in several journal papers. 

Mineral Resources: Source and genesis of gold- and silver-bearing hydrothermal deposits have 

been investigated using Sr-Nd-Pb isotope tracers. During the last century, hydrothermal ore 

forming fluid in the convergent margin have been thought to be derived from water circulated in 

the shallow crust (1-3 km depth) such as meteoric water and/or magma water. However, we found 

at the Hishikari world-class hydrothermal gold deposits that the Deep Crustal Fluid, which might 

be generated in the deeper crust of 10 to 30 km depth, contributes to this system as the important 

factor creating ore deposits. To understand the spatial distribution of this fluid and the 

contribution to mineral deposit, gold- and silver-bearing quartz and adularia veins and hot spring 

water, distributed in wide area in southern Kyushu, were examined. Better understanding of the 

Deep Crustal Fluid could supply important information for resource exploration and clues for the 

comprehension of earthquake mechanism. 

Cultural Property Science: The Angkor monuments in northwestern Cambodia, which are 

primarily made of sandstone, are suffering from deterioration due to salt weathering. In order to 

elucidate the sources of the salts and salt weathering process, we have analyzed bulk chemical 

compositions and S (sulfur) and Sr (strontium) isotopic ratios for the salts and surrounding 

environmental materials. The isotopic data suggested that bat guano is related to salt weathering. 

Our study has demonstrated that removal of these animal excrements is essential for future 

conservation of these monuments. 

 

研究室設置の分析装置 
水圏環境分野では国内トップレベルの精密分析装置が揃っています。 

熊本大学先端科学研究部の一柳錦平准教授と共同で機器を管理しています。 

The Sakurajima volcano, Kagoshima, Japan

菱刈金鉱床     と 成因的   に 関連  する  獅子間野    デイサイトの      薄片顕微鏡写真      Photomicroscope of Shishimano dacite, magmatism associated with Hishikari gold mineralization, Kagoshima, Japan

In the Hishikari gold mine, Kagoshima, Japan

菱刈金鉱脈    Ore vein of the Hishikari gold deposit, Kagoshima, Japan

マチュピチュ      ： 石材供給遍歴解明        の 調査  にて Machu Picchu, Peru

アン  コ ールワット     石柱  の 塩類風化   Salt weathering observed at the lower part of sandstone pillar in Angkor Vat, Cambodia

http://accafe.jp/hosono/swfu/d/10-01.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/10-02.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/10-03.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/10-04.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/10-06.jpg
http://accafe.jp/hosono/swfu/d/10-05.jpg
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指導学生、研究室所属の若手研究者・事務スタッフ 
田中彩華*（2026/04-2027/3, 卒論）：全国の主要河川流域を対象とした水質形成機構に関する研究：九州・四国地
域での事例（関連テーマ ⑧） 

元田万里奈*（2026/04-2027/3, 卒論）：全国の河川水の酸素・水素安定同位体比の特徴（関連テーマ ⑧） 

He Guanru*（中華人民共和国, 2025/10-, China Scholarship Council）：Multiscale subsurface system characterization: 

Integrating tidal response, isotope geochemistry, satellite deformation, and numerical multiphysics modeling（地震研
究関連テーマ） 

立澤佑磨*（2025/04-2026/3, 卒論）：地下水流動シミュレーションを応用した熊本地域における地下水硝酸性窒素
動態の可視化に関する再検討（関連テーマ ⑤）；（2026/04-2028/3, 修論）：熊本地域の地下水流動シミュレーシ
ョンモデルを応用した将来予測ならびに PFAS 動態モデル構築への展開（関連テーマ ⑤） 

イオンクロマトグラフ 
Ion chromatography 

(Eco IC, Metrohm, Switzerland) 

主要溶存イオン濃度測定 微量元素濃度測定 

誘導結合プラズマ質量分析装置 
Inductively coupled plasma mass spectrometry 
(NexION 300, Perkin-Elmer Co., Ltd, USA) 

液体の酸素、水素安定同位体比測定 
固体・ガスの窒素、炭素、酸素、

硫黄安定同位体測定 

自動同位体平衡装置連結型質量分析装置 
Isotope ratio mass spectrometer (Delta V 

Advantage, Thermo Fisher Scientific, USA) coupled 
with an automatic water-gas equilibrization devise 

(Nakano Denshi Co., Ltd., Japan). 

燃焼型元素分析計-熱分解型元素分析計-気体試料
自動サンプラー連結型質量分析装置 
Isotope ratio mass spectrometry (Delta V 

Advantage, Thermo Fisher Scientific, USA) coupled 
with an elemental analyzer (Flash 2000, Thermo 

Fisher Scientific, USA), a high temperature 
conversion elemental analyzer (TC/EA, Thermo 

Fisher Scientific, USA) and a head gas sampler (a 
Thermo Gasbench II). 
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石神杏一*（2025/04-2026/3, 卒論; 2026/04-2028/3, 修論）：全国の主要河川流域を対象とした水質形成機構に関す
る研究：北海道での事例（関連テーマ ⑧）；（2026/04-2028/3, 修論）：全国の主要河川流域を対象とした水質形
成機構に関する研究への展開（関連テーマ ⑧） 

Tokpaeva Zhiide*（Kyrgyz Republic, 2024/4- , PhD student, Double Degree Doctor Program）：Environmental assessment 

of continental inland lake applying isotopic fingerprinting tools in Issyk-Lul, eastern Kyrgyzstan（Related subject ⑤，
⑦） 

平田菜乃佳*（2024/04-2025/3, 卒論; 2025/04-2027/3, 修論）：石西礁湖の海藻の窒素安定同位体比からみた陸から
海への環境負荷に関する研究（関連テーマ ⑤，⑦） 

村岡太陽*（2024/04-2025/3, 卒論; 2025/04-2027/3, 修論）：メタゲノム解析を適応した熊本地域における地下水中
の窒素起源と脱窒メカニズムに関する研究（関連テーマ ⑤） 

田原百華（2024/04-2025/3, 卒論）：全国 109 の一級河川流域を対象とした水質形成機構に関する研究（関連テー
マ ⑧） 

Wang Haolan（中華人民共和国, 2023/10-2024/04, China Scholarship Council）：Modeling of nitrogen biogeochemical 

processes in river bends（Related subject ⑧） 

志強*（中華人民共和国, 2023/04-, 文科科学省研究員）：統計解析に基づく熊本地域の地下水環境の実態評価なら
びに全国の河川水質に関する数値解析（Related subject ⑤,⑧） 

内田偉土（2023/04-2024/3, 卒論）：熊本地震後に上昇した地下水位のその後の回復傾向に関する実態解明（熊本
地震関連テーマ） 

山本乙葉（2023/04-2024/3, 卒論）：阿蘇カルデラ内流域で見られた熊本地震前後の地下水の同位体変化（熊本地
震関連テーマ, ④） 

Rahmah Dara Lufira（Indonesia, 2021/10- , PhD student, MEXT Scholarship）：Impact of climate change on regional 

hydrological changes and other surface environmental systems using large database（Related subject ⑧） 

池原尚朋（2022/04-2023/3, 卒論）：沖縄県多良間島における各種安定同位体比から見た淡水レンズ中の硝酸性窒
素の起源と挙動（関連テーマ ⑤）；（2023/04-2025/3, 修論）：沖縄県多良間島の淡水レンズにおける脱窒効果の
総合的評価（関連テーマ ⑤） 

谷口可奈（2022/04-2023/3, 卒論）：統合型水循環シミュレーションシステム（GETFLOWS）を用いた熊本地域に
おける地下水硝酸性窒素動態の再現（関連テーマ ⑤）；（2023/04-2025/3, 修論）：地下水流動シミュレーション
を応用した熊本地域における地下水硝酸性窒素動態の可視化（関連テーマ ⑤） 

的場健人（2022/04-2023/3, 卒論）：日本全国の主要な河川の水質と土地利用・地質区分との関係の解明（関連テ
ーマ ⑧） 

相原泰斗（2021/04-2022/3, 卒論）：水の水素・酸素安定同位体比を用いた熊本地域の地下水流動機構の解明（関
連テーマ ④）；（2022/04-2024/3, 修論）：水の水素・酸素安定同位体比を用いた熊本地域の広域地下水流動機構
の解明（関連テーマ ④） 

髙山浩暉（2021/04-2022/3, 卒論）：土地利用の変遷からみた熊本地域の地下水硝酸性窒素汚染の動態に関する研
究（関連テーマ ⑤） 

山本祐生（2021/04-2022/3, 卒論）：沖縄県多良間島の淡水レンズにおける硝酸性窒素の起源と挙動（関連テーマ 

⑤） 

坂本摩周（2020/04-2021/3, 卒論）：微量成分解析に基づく熊本地域における深部流体湧昇機構の解明（関連テー
マ ⑩）；（2021/04-2023/3, 修論）：熊本県北西部に賦存する温泉水の水質特徴と起源推定（関連テーマ⑩） 

河野由美子（2020/04-2021/3, 卒論）：熊本地域の地下水流動系における水質の特徴：自己組織化マップを適応し
たアプローチ（関連テーマ ④） 
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中内翔太（2019/04-2020/3, 卒論）：日本全国の降水－河川水－湧水－地下水をつなぐ酸素・水素安定同位体マッ
プの作製ならびにその特徴）（関連テーマ ⑧）；（2020/04-2022/3, 修論）：地理情報システムを用いた日本全国
の河川水の水質の特徴（関連テーマ ⑧） 

山口拓郎（2019/04-2020/3, 卒論）：阿蘇カルデラ北西部流域における赤水型地下水の分布域把握に関する研究（関
連テーマ ⑩） 

壁谷綾子*（2019/02-）：事務補佐員 

Oktanius Richard Hermawan（Indonesia, 2018/10-2020/09, Ms student, MEXT Scholarship; 2020/10- , PhD student, 

MEXT Scholarship）：Process and mechanism of nitrate contamination in karst aquifer at groundwater dam construction 

site, southern Okinawa main island, Japan（Related subject ⑤） 

山本卓樹（2018/04-2019/03, 卒論）：熊本地域における地下水中硝酸態窒素濃度の分布・時間傾向及び台地涵養域
における窒素負荷要因の解明（関連テーマ ⑤）；（2019/04-2021/3, 修論）：熊本地域における地下水中の硝酸性
窒素の 長期濃度変化とその汚染起源の解明（関連テーマ ⑤） 

山中知茂（2018/04-2019/03, 卒論）：アナログデータを用いた熊本地震における地下水位変化の解析（熊本地震関
連テーマ）；（2019/04-2021/3, 修論）：熊本県西部地域における温泉水の起源推定（関連テーマ⑩） 

Sakiur Rahman（Bangladesh, 2017/10-2020/9, PhD student, MEXT Scholarship; 2020/10- , Postdoc）：Modeling of 

Hydrological Processes in Kumamoto Area, Japan: Machine Learning and Hydrogeological Simulation Approaches

（Related subject ④, Coseismic hydrological change after the 2016 Kumamoto earthquake） 

Dennis Boateng（Republic of Ghana, 2017/10-2021/3, PhD student, MEXT Scholarship）：Revealing unsaturated zone 

nitrate transportation manner with pore water infiltration in Kumamoto area, Japan: isotopic approach（Related subject 

③） 

Zohre Nejatijahromi（Iran, 2017/5-2017/9, PhD student, Visiting Researcher）：Determination of sources of nitrate 

contamination in Varamin Plain Aquifer, Tehran, Iran, using isotopic indicators and simulation of contaminant transport

（Related subject ⑤） 

岡村幸樹（2017/04-2018/03, 卒論）：阿蘇北西部における熊本地震後の地下水湧出機構の解明（熊本地震関連テー
マ, 関連テーマ⑩）；（2018/04-2020/03, 修論）阿蘇カルデラ内平野北西部における高硫酸濃度地下水の成因解
明（関連テーマ⑩） 

正木結香子（2017/04-2018/03, 卒論）：長期的地下水観測データを用いた熊本地震前後の水質変化の特徴（熊本地
震関連テーマ）；（2018/04-2020/03, 修論）：熊本地震による地下水水質変化のメカニズム（熊本地震関連テー
マ） 

深水慶介（2017/04-2018/03, 卒論）：熊本・阿蘇地域における地震前後の地下水の流動変化（熊本地震関連テーマ） 

宮崎佳穂子（2017/04-2018/03）：事務補佐員 

山田千聡（2016/04-2017/03, 卒論）：熊本地震後の地下水位変動メカニズム（熊本地震関連テーマ）；（2017/04-

2019/03, 修論）：熊本地震後の地下水位変動メカニズムの解明（熊本地震関連テーマ） 

橋本美穂（2016/04-2017/03, 卒論）：熊本地震後の地下水中の窒素成分からみた下水漏出の影響評価（熊本地震関
連テーマ） 

Ahmad Taufiq（Indonesia, 2014/10-2018/3, PhD student, Double Degree Doctor Program）：Change in groundwater flow 

dynamics due to excessive pumping based on hydrogeochemistry and modeling in Bandung Basin, Indonesia（Related 

subject ④,⑤） 

下田智子（2016/04-）：事務補佐員 

奥村梓（2015/04-2017/03, 修論）：地下水涵養域の畑地における不飽和帯土壌中の窒素成分降下浸透プロセスの解
明（関連テーマ③）; （2017/04-, 学術研究員）：熊本地震関連テーマ 

中島駿樹（2015/04-2016/03, 卒論）：阿蘇カルデラ流域内の農耕活動によって促進される化学風化の特徴（関連テ

http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
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ーマ②）；（2016/04-2018/3, 修論）：日本全域における降水の重金属汚染の実態とその起源推定（関連テーマ①） 

本田雄大（2015/04-2016/03, 卒論）：日本全域における降水中の微量金属元素濃度を用いた越境汚染の影響評価―
2013 年集中観測の結果―（関連テーマ①） 

黒木彰（2014/04-2015/03, 卒論）：都城盆地南西部における地下水帯水層中の硝酸およびヒ素の挙動（関連テーマ
⑤） 

Yaser Nikpeyman（Iran, 2012/04-2015/03, PhD student）：The evaluation of submarine groundwater discharge (SGD) input 

toward the inland sea by using 222Rn method（Related subject ⑦） 

井手淨（2012/10-2017/03, 博論）：地下水年代に対応した化学風化の変遷プロセスの解明―霧島火山地域の事例―
（関連テーマ ④）;（2017/04-, 学術研究員）：（熊本地震関連テーマ） 

Shahadat Hossain（Bangladesh, 2012/10-2016/3, PhD student）：Geochemical Evolution of Groundwater in a Quaternary 

Volcanic Aquifer System of Kumamoto Area, Japan（Related subject ④,⑤,⑥） 

Kelly Alvarez（Venezuela, 2012/09-2013/06, Postdoc）：Anaerobic batch experiments to characterize C-N-S isotopic change 

during autotrophic bacterial denitrification（Related subject ⑤） 

眞崎美穂（2012/04-2013/03, 卒論）：土壌プロファイルサンプルによる異なる土地利用がもたらす地下水涵養量変
化とそれに伴う硝酸性窒素の挙動（関連テーマ ③） 

長谷祥子（2012/03-2016/3, 技術補佐員）同位体質量分析、ICPMS 分析、各種成分分析 関連テーマ①②⑤⑥ 

In-Tian Lin（Taiwan, 2011/07-2012/09, Postdoc）：Anaerobic batch experiments to characterize C-N-S isotopic change 

during heterotrophic bacterial denitrification（Related subject ⑤） 

對馬あかね（2011/05-2012/03, 技術補佐員）質量分析計の立ち上げに大貢献！ 関連テーマ⑤ 

徳永貴大（2009/04-2011/03, 修論）：熊本地域における地下水中の硝酸性窒素の起源および流動に伴う挙動の解明
（関連テーマ ⑤） 

Ako Andrew Ako（Cameroon, 2008/10-2011/09, PhD student, MEXT Scholarship）：Hydrological Sutudy on Groundwater 
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46. Hossain, S., 細野高啓, 井手 淨, 梁煕俊, 嶋田 純. 熊本地域西部の地下水における高フッ素濃度の要因評価.

日本地球惑星科学連合年大会 (JpGU 2015, 2015 年 5 月 24～28 日), 2015 年 5 月 24 日, 千葉県, 幕張メッセ, 
国際会議場. 

45. 井手 淨, Hossain, S.; 細野高啓, 嶋田 純. 地下水の滞留時間および飽和指数を用いた水-鉱物反応と飽和速度
－霧島地域の事例－. 日本地下水学会 2014 年度秋季学術大会，熊本パレア，2014 年 11 月 7 日. 

44. Hossain, S.; Hosono, T.; Matsunaga, M.; Ide, K.; Shimada, J. Distribution, Speciation and Release Mechanism of Arsenic 

into the Groundwater in Western Part of Kumamoto Area, Japan. 日本地下水学会 2014 年度秋季学術大会，熊本パ
レア，2014 年 11 月 6 日. 

43. 田瀬則雄, 林 久喜, 山中 勤, 田村憲司, 滝澤紗史, 小野寺真一, 仁平尊明, 李盛源, 細野高啓, ヒカルド ヒ
ラタ. ユーカリ林を組み込んだ土地利用連鎖系による持続的土地利用の実証と体系化. 2014 年度日本水文科学
会，広島大学，2014 年 10 月 4 日． 

42. 井手 淨, 利部 慎, 細野高啓, 嶋田 純. 繰り返し採水に基づく霧島火山周辺湧水の流動モデルと平均滞留時
間推定. 2014 年度日本水文科学会，広島大学，2014 年 10 月 4 日． 

41. 中野拓治, 安元 純, 聖川健斗, 廣瀬美奈, 細野高啓. 琉球石灰岩帯水層地下水の硝化・脱窒メカニズムの解明. 

第 48 回日本水環境学会年会, 東北大学, 2014 年 3 月 17 日. 

40. 聖川健斗, 安元 純, 細野高啓, 長谷祥子, 松永 緑, 嶋田 純, 中野拓治. 石灰岩帯水層における地下水中の硝
酸濃度と脱窒の季節変動特性. 日本地下水学会 2014 年度春季学術大会，東京大学，2014 年 5 月 24 日. 

39. 安元 純, 廣瀬（安元）美奈, 聖川健斗, 細野高啓, 松永 緑, 嶋田 純, 中野拓治. 微生物相解析からみる石灰
岩帯水層における脱窒特性. 日本地下水学会 2014 年度春季学術大会，東京大学，2014 年 5 月 24 日. 

38. 中野拓治, 安元 純, 聖川健斗, 廣瀬美奈, 細野高啓. 琉球石灰岩帯水層地下水の硝化・脱窒メカニズムの解明. 

第 48 回水環境学会年会, 東北大学, 2014 年 3 月 17-19 日（発表日：17 日）. 
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37. 聖川健斗, 安元純, 細野高啓, 中野拓治. 沖縄本島南部地域における地下水の水質形成機構. 第 16 回日本水
環境学会シンポジウム. 沖縄県立博物館, 2013 年 11 月 9-10 日（発表日：10 日）. 

36. 渡辺裕太, 折式田崇仁, 中田晴彦, 細野高啓, 利部慎, 小野昌彦, 徳永貴大, 嶋田純. 地下水への漏出評価法検
討 ―水溶性難分解物質を指標にして―. 第 22 回環境化学討論会, 東京農業工業大学, 2013 年 7 月 31 日-8 月
2 日（発表日：31 日）. 

35. 細野高啓, 徳永貴大, 對馬あかね, 嶋田 純. C-N-S 安定同位体システマティクスの帯水層嫌気性微生物還元プ
ロセス研究への応用. 日本地球惑星科学連合 2013 年大会, 千葉幕張メッセ, HTT32-P16, 2013 年 5 月 23 日. 

34. 松永 緑, 嶋田 純, 三上久美子, 細野高啓, 利部 慎, 岩佐耕次. 都城盆地における地下水流動に伴う硝酸性窒
素の挙動．日本地下水学会 2013 年度春季学術大会，千葉大学，2013 年 5 月 18 日. 
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窒素と脱窒メカニズム. 日本地下水学会 2013 年度春季学術大会，千葉大学，2013 年 5 月 18 日. 

32. 吉田千恵, 徳永貴大, 細野高啓, 太田広人, 森村茂. 硝酸性窒素汚染が懸念される畑地土壌の菌叢解析. 日本
生物工学会第 19 回九州支部大分大会, 別府大学, 2012 年 12 月 1 日. 

31. 松永 緑, 嶋田 純, 三上久美子, 細野高啓, 利部 慎, 岩佐耕次. 浅層不圧地下水の硝酸性窒素汚染の深層被圧
地下水への影響−都城盆地における調査事例に基づく考察−. 九州応用地質学会研究発表会, 熊本大学，2012 年
11 月 16 日. 

30. 細野高啓, 徳永貴大, 利部 慎, 中田晴彦, 折式田崇仁, 嶋田 純. 熊本地域における地下水硝酸の起源と流動
に伴う汚染減衰メカニズム. 2012 年度日本水文科学会，神奈川県温泉地学研究所, 2012 年 10 月 27-28 日（発表
日：27 日）． 

29. 利部 慎, 嶋田 純, 細野高啓, 松永 緑. 熊本地域における若い年代トレーサーの濃度分布特性と濃度上昇の
要因検討. 2012 年度日本水文科学会，神奈川県温泉地学研究所，2012 年 10 月 27-28 日（発表日：27 日）． 

28. 松永緑, 嶋田 純, 三上久美子, 細野高啓, 利部 慎, 岩佐耕次. 宮崎県都城盆地における地下水流動を踏まえ
た地下水中の硝酸イオンの挙動. 2012 年度秋期地下水学会，鹿児島大学，2012 年 9 月 27-29 日（発表日：27

日）. 

27. 河野麻希子，南 雅代，谷水雅治，浅原良浩，細野高啓，中村俊夫. 北海道利尻島泥炭コアの 14C 年代と 210Pb

年代の差. 2012 年度日本地球化学会, 九州大学, 2012 年 9 月 11-13 日. 
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年 9 月 11-13 日（発表日：13 日）. 
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起源放出鉛の時系列供給源解析. 第 21 回環境化学討論会, 愛媛大学, 2012 年 7 月 11-13 日（発表日：12 日）. 

23. 徳永貴大, 嶋田 純, 細野高啓, 中田晴彦, 利部 慎, 小野昌彦, 折式田崇仁. 熊本地域における地下水中の硝
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9. 澤野美沙，小野寺真一， Lubis，R.F., 細野高啓，嶋田 純，谷口真人，Delinom, R. インドネシア・ジャカルタ
における地下水の水質特性. 日本地下水学会 2006 年秋季講演会, 2006 年. 

8. 細野高啓, 内田悦生, 須田千幸, 上野晃世, 中川 武. カンボジアのアンコール遺跡における砂岩材の塩類風化
プロセス：硫黄・ストロンチウム同位体を用いた塩類起源物質の推定. 日本文化財科学会, 北海道大学, 2005

年 7 月. 

7. 細野高啓, 中野孝教. 菱刈熱水性金鉱脈の Sr-Pb 同位体的特徴：金の地殻フルイドからの寄与について. 資源
地質学会, 東京大学, 2002 年 6 月. 

6. 細野高啓, 中野孝教, 村上浩康. 菱刈金鉱床周辺の火山岩の起源と進化: 火山岩マグマへの古大陸性地殻の寄
与. 資源地質学会, 東京大学, 2002 年 6 月. (日本資源地質学会ベストポスター賞受賞) 

5. 川村喜一郎, 細野高啓, フダ・アラワティ, 谷口英嗣, 小川勇二郎, 金松敏也, 松尾和枝. オマーンオフィオラ
イトのサダム地域の層状斑れい岩の帯磁率の垂直変化. 日本地質学会, 金沢大学, 2001 年 9 月. 

4. 細野高啓, 中野孝教, 村上浩康. 菱刈浅熱水性金鉱床周辺の火山岩の起源物質とその成因. 日本地球化学会, 

学習院創立百周年記念会館, 2001 年 10 月. 

3. 細野高啓, 牧野州明. 琵琶湖南部，後期白亜紀野洲花崗岩体の岩相変化. 日本地質学会, 金沢大学, 2001 年 9 月. 
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会, 山形大学, 2000 年 9 月. 

1. 細野高啓, 中野孝教, 村上浩康. 菱刈金鉱床周辺の火山岩の地球化学的研究−金鉱床をもたらすマグマ活動−. 

資源地質学会, 新橋住友ビル, 2000 年 6 月. 

 

国民や住民に対する講演・発信 

4. 2025 年 8 月 1 日（火）細野高啓，モッちゃんとかたろう―くまもとの地下水量はどうなの！？トークショー
「令和７年度水の日記念シンポジウム」，熊本ホテルキャッスル B1 階 クリスタルホール（来場者人数 166

人）. 主催：公益財団法人 くまもと地下水財団. 

3. 2019 年 4 月 13 日（土）細野高啓, 水前寺断層の出現に伴う地下水低下・湧水枯渇のメカニズムと地下水質変
化からの追跡. サントリー熊本地下水みらいプロジェクト公開シンポジウム「巨大地震が熊本の地下水環境に
与えた影響の科学的解明」. 熊本パレア 10F（来場者人数 364 人）. 

2. 2014 年 11 月 7 日（土）細野高啓．地下水硝酸汚染研究における最新のトレンドと今後の方向性：熊本地域の
事例を通して. 科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業「持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシス
テム領域」 日本地下水学会 2014 年秋季学術大会公開シンポジウム『地下水流動に伴う帯水層中での硝酸性
窒素の振る舞い』. 熊本パレア 10F. 

1. 2008 年 11 月 15 日（土） 細野高啓. 鳥海山の地質と湧水．「鳥海山から考える地域と暮らし」 鳥海自然文
化館 主催：総合地球環境学研究所・山形県遊佐町・国立大学協会. 

 

招待講演 

26. 2025 年 12 月 5 日（金）細野高啓，日本学術会議九州・沖縄地区会議講演会「熊本地域の半導体産業を支える
地下水資源」. 熊本大学工学部百周年記念館. 

25. 2025 年 11 月 28 日（金）細野高啓，熊本県高等学校教育研究会地学部会秋季総会「直下型地震が地下水環境
へ与える影響: 2016 年熊本地震からの学び」. 熊本大学理学部 1・2 号館. 

24. 2024 年 1 月 30 日（火）細野高啓，日本地下水学会 能登地震緊急報告会「熊本地震時の学会対応および調査
研究活動など」. オンライン.  

23. 2023 年 11 月 21 日（火）細野高啓， 第 18 回 IROAST シンポジウム 招待講演「巨大地震が地下水環境に及ぼ
す影響：2016 年熊本地震からの学び」. 熊本大学，熊本大学工学部百周年記念館. 

22. 2023 年 8 月 2 日(水) 細野高啓，熊本県地下水と土を育む農業推進県民会議幹事会 招待講演「地下水中硝酸
性窒素動態についての研究」. 熊本テルサ. 

21. 2023年1月20日（金）Hosono, T. Making contamination future scenario: toward sustainable management of groundwater 

and surface water resources. Data Assimilation Seminar, RIKEN. 

20. 2023 年 1 月 10 日（火）細野高啓, IAH Japan セミナー 招待講演「直下型地震熊本県高等学校教育研究会地学
部会秋季総会が及ぼす地下水環境への影響: 2016 年熊本地震からの学び」，オンライン. 

19. 2022 年 12 月 26 日（月）Hosono, T. Groundwater in Japan. IROAST Salon, Kumamoto University. 

18. 2022 年 12 月 6 日（火）Hosono, T. Toward making the invisible visible: report from Japan. Pre-Summit Side Event, 

UN-Water Summit on Groundwater 2022, UNESCO HQ, Paris, and online. 

17. 2021 年 12 月 2 日（金）細野高啓, 熊本水循環研究アリーナ第２回会合 依頼公演「地下水資源の保全・管理
に資するシナリオベースでのモデル化に向けて」. 熊本大学，黒髪南 C2 3 階スタジオ. 

16. 2022 年 7月 15 日（金）Hosono, T. Coseismic hydro-environmental changes: insights from 2016 Kumamoto earthquakes, 

Japan. Lecture Speech in Dipartimento di Scienze della Terra, Sapienza Università di Roma. 
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15. 2021 年 9 月 22 日（水）細野高啓, 熊本大学主催第 9 回ときめきスーパープレゼンテーション 公開講座「同
位体を用いて地球の環境を読み解く」. 熊本大学, オンライン. 

14. 2021 年 7 月 28 日（水）細野高啓, 早稲田大学主催環境資源未来塾 公開講演会「同位体から読み解く地球環
境問題」. 早稲田大学, オンライン. 

13. 2019 年 11 月 29 日（金）細野高啓, 熊本地震による地下水環境変化. 地下水技術協会 全国さく井協会 令和元
年度秋季講演会「地震と地下水」. 東京都, ティアラこうとう. 

12. 2019 年 11 月 8 日（金）細野高啓, 熊本地域の地下水と地震が地下環境に及ぼした影響. 日本応用地質学会九
州支部及び九州応用地質学会 令和元年度第 35 回研究発表会. 福岡市, 中小企業振興センタービル. 

11. 2018 年 10 月 13 日（土）細野高啓, トーフィク アハマッド, ゾーレ ネジャティジャロミ, 井手淨, 安元純, 岡
村幸樹, 奥村梓. 陸域における窒素ならびにシリカの挙動・輸送の多様性：アジア地域におけるいくつかの調
査研究事例の紹介. 2018 年度日本水文科学会，総合地球環境学研究所，2018 年 10 月 12-13 日． 

10. 2018 年 1 月 15 日（月）細野高啓. 熊本の地下水. 平成 29 年度熊本地域硝酸性窒素削減対策会議. 熊本県庁新
館 201 会議室. 主催 : 熊本県環境生活部環境局環境保全課. 

9. 2017 年 8 月 Hosono, T. Groundwater study in Kumamoto, Japan. Lecture Speech in Institut de Physique du Globe de 

Paris. 

8. 2015 年 5 月 26 日（火）細野高啓, 梁熙俊, 小野昌彦, 滝川清, Nikpeyman, Y., 嶋田 純. ラドン濃度連続観測に
基づく海底地下水の分布特性と湧出量の推定：八代海沿岸域における事例. 日本地球惑星科学連合大会 (JpGU 

2015, 2015 年 5 月 24～28 日), 千葉県, 幕張メッセ, 国際会議場. 

7. 2013 年 10 月 20 日（日）細野高啓. 炭素、窒素、硫黄安定同位体比組み合わせによる帯水層中の生物地球化学
プロセス研究：熊本地域を例にして. 2013 年度日本水文科学会，千葉商科大学，2013 年 10 月 19-20 日． 

6. 2012 年 11 月 17 日（土） 細野高啓. 熊本地域の被圧地下水帯水層中の脱窒機構．科学技術振興機構戦略的創
造研究推進事業「持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム領域」 熊本大学・埼玉大学 CREST

合同ワークショップ『地下水帯水層中での脱窒菌の振る舞い』． 主催：熊本大学水循環 CREST 研究プロジ
ェクト，埼玉大地圏熱環境 CREST 研究プロジェクト, 共催:熊本大学拠点形成研究「地域水循環に基づく持続
的水資源利用のフロンティア研究」. 熊本大学, インキュベーションラボラトリー 1F リエゾン会議室. 

5. 2012 年 11 月 17 日（土） 細野高啓, Lin, I-T. 実験室レベルでのマルチトレーサーを用いた脱窒機構の解明．
科学技術振興機構戦略的創造研究推進事業「持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム領域」 熊
本大学・埼玉大学 CREST 合同ワークショップ『地下水帯水層中での脱窒菌の振る舞い』． 主催：熊本大学水
循環 CREST 研究プロジェクト，埼玉大地圏熱環境 CREST 研究プロジェクト, 共催:熊本大学拠点形成研究「地
域水循環に基づく持続的水資源利用のフロンティア研究」. 熊本大学, インキュベーションラボラトリー 1F 
リエゾン会議室. 

4. 2011 年 10 月 23 日（日） 細野高啓. 同位体トレーサーで追跡した帯水層中での脱窒現象の実態．熊本大学水
循環 CREST プロジェクト（地域水循環を踏まえた地下水持続利用システムの構築）シンポジウム『地下水帯
水層中の硝酸性窒素汚染にいかに対処できるか？』． 主催：熊本大学水循環 CREST 研究プロジェクト，熊
本大学地下水環境リーダー育成国際共同教育拠点（GelK），熊本大学拠点形成研究「地域水循環に基づく持続
的水資源利用のフロンティア研究」 

3. 2011 年 9 月 29 日（木） 細野高啓. アジア沿岸域における地下水のマルチ同位体比研究. 第 1 回同位体環境学
シンポジウム, 総合地球環境学研究所, 2011 年 9 月 29-30 日（発表日 29 日）. 主催：総合地球環境学研究所. 

2. 2010 年 12 月 21 日（火） Hosono, T. Groundwater nitrate-arsenic pollution in Asian countries controlled by redox 

nature of aquifer systems. 1st International Symposium on Groundwater Environment. Kumamoto Univ. Organized by 

GelK, Surhyc, and CREST project. 

1. 2009年 10月 20日（火） Hosono, T. The NA (nitrate-arsenic) boundary as an important concept in aquatic environmental 
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studies. RIHN 4th International Symposium, Kyoto, Japan. Oct. 2009. Organized by Research Institute for Humanity and 

Nature. 

 

シンポジウムのオーガナイザー 

2025 年 7 月 21 日 J-PEAKS シンポジウム/「⽔圏環境科学特論」講義 開催世話人．Carbon Dioxide Removal & 

Ocean Alkalinity Enhancement（Prof. Jens Hartmann, Institute for Geology/ Center for Earth System Research and 

Sustainability, Universität Hamburg, Germany） 

2019 年 4 月 12 日 第 57 回熊本大学国際先端科学技術研究機構セミナー（57th IROAST Seminar）開催世話人．
Carbon Dioxide Removal: Costs, potentials and side effects（Prof. Jens Hartmann, Institute for Geology, Universität 

Hamburg, Germany, 87 participants). 

2018 年 10 月 4 日 第 35 回熊本大学国際先端科学技術研究機構セミナー（35th IROAST Seminar）開催世話人．
The role of weathering in the carbon cycle at different time scales（Prof. Jens Hartmann, (Institute for Geology, Universität 

Hamburg, Germany）. 

 

メディアを通した報道、社会への成果発信 

34. 2026 年 2 月 2 日（月）読売新聞（朝刊, 地域欄, 29 面）, 「防災 災害時水源濁る可能性 について」，
https://www.yomiuri.co.jp/local/tottori/news/20260202-GYTNT00061/ 

33. 2025 年 8 月 18 日（月）掲載 YouTube，モッちゃんとかたろう―くまもとの地下水量はどうなの！？トークシ
ョー「令和７年度水の日記念シンポジウム」，主催：公益財団法人  くまもと地下水財団 , 

https://youtu.be/cqjdndVYrEY?si=CxW5D95KYNTiMS4E 

32. 2024 年 11 月 17 日掲載, The Japan Times, ENVIRONMENT / Sustainability / OUR PLANET，「Japan's chipmaking 

rush pressures Kumamoto's special water supply 」 , 
https://www.japantimes.co.jp/environment/2024/11/17/sustainability/kumamoto-water-semiconductors/ 

31. 2024 年 10 月 21 日掲載, 朝日新聞,「TSMC が熊本大・県立大と共同研究 地下水保全の研究に資金拠出」, 
https://www.asahi.com/articles/ASSBN3VZQSBNTLVB00BM.html?msockid=0f3e65b5bcfe69ad3e467410b8fe6f0d 

30. 2024 年 10 月 10 日掲載 , 日本経済新聞 ,「TSMC 熊本工場、地下水保全へ熊本大などと連携」 , 

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO83997170Z01C24A0LX0000/ 

29. 2024 年 3 月 27 日掲載, 熊本大学（共同：琉球大学，総合地球環境学研究所，北里大学）プレスリリース,「地
下水中の硝酸性窒素の低減に貢献している微生物コミュニティーと窒素代謝遺伝子が明らかに」 , 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kouhou/pressrelease/2023-file/release240327-1.pdf 

28. 2024 年 2 月 27 日掲載, 熊本大学（共同：琉球大学，総合地球環境学研究所，北里大学）プレスリリース,「サ
ンゴ礁の島での地下水中に含まれる硝酸性窒素の自然浄化機能が明らかに～断層による地下水の流れの変化
が影響～」, https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kouhou/pressrelease/2023-file/release240227-2.pdf 

27. 2024 年 1 月 10 日掲載 , 熊本日日新聞（朝刊、14 面），「防災・減災に科学技術活用  について」 , 

https://kumanichi.com/articles/1287221 

26. 2023 年 4 月 28 日掲載, 熊本大学プレスリリース（共同：琉球大学，総合地球環境学研究所，北里大学）,「地
下水中の硝酸性窒素の起源を推定する手法の改善―沖縄島南部地域琉球石灰岩帯水層での試み―」 , 

https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/sizen/20230428-1 

25. 2023 年 2 月 7 日 18 時 10 分放映，NHK クマロク！「目に見えない地下水流動の可視化」について 

24. 2022 年 2 月掲載, ミツカン水の文化センター「水の文化」70 号, 「特集 みんなでつなぐ水 火の国 水の国 熊

http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
https://www.yomiuri.co.jp/local/tottori/news/20260202-GYTNT00061/
https://youtu.be/cqjdndVYrEY?si=CxW5D95KYNTiMS4E
https://www.japantimes.co.jp/environment/2024/11/17/sustainability/kumamoto-water-semiconductors/
https://www.asahi.com/articles/ASSBN3VZQSBNTLVB00BM.html?msockid=0f3e65b5bcfe69ad3e467410b8fe6f0d
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO83997170Z01C24A0LX0000/
https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kouhou/pressrelease/2023-file/release240327-1.pdf
https://www.kumamoto-u.ac.jp/daigakujouhou/kouhou/pressrelease/2023-file/release240227-2.pdf
https://kumanichi.com/articles/1287221
https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/sizen/20230428-1
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本 地下水の動きと質を明らかに について」 

23. 2021 年 12 月 26 日掲載, 熊本日日新聞（朝刊、7 面），「銃弾の鉛 産地特定 西南戦争で使用 について」, 

https://kumanichi.com/articles/509257 

22. 2021 年 12 月 21 日掲載, 熊本大学プレスリリース（共同：琉球大学，総合地球環境学研究所）,「幕末・維新
に用いられた銃弾の鉛はどこから？〜鉛同位体比から鉛資源の流通を復元〜」 , https://www.kumamoto-

u.ac.jp/whatsnew/sizen/20211221 

21. 2021 年 12 月 21 日掲載, 琉球大学プレスリリース,「幕末・維新に用いられた銃弾の鉛はどこから？〜鉛同位
体比から鉛資源の流通を復元〜」, https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/30525/ 

20. 2020 年 07 月 1 日掲載, EurekAlert! News Release,「Cause of abnormal groundwater rise after large earthquake」, 

https://www.eurekalert.org/pub_releases/2020-07/ku-coa070120.php 

19. 2020 年 07 月 1 日掲載, 熊本大学公式 web,「Cause of abnormal groundwater rise after large earthquake」, 

https://ewww.kumamoto-u.ac.jp/en/news/387/ 

18. 2020 年 6 月 8 日掲載, 大学ジャーナル, 「熊本地震後の地下水位異常上昇の原因、熊本大学などが解明 につ
いて」, https://univ-journal.jp/32754/ 

17. 2020 年 6 月 8 日掲載, 内閣府政策統括官防災担当によるネットニュース, 「普及啓発 熊本地震で山腹の水
流れ込む 阿蘇外輪山の地下水上昇 について」 

16. 2020 年 6 月 3 日掲載 , 熊本日日新聞（朝刊 , 社会欄 , 22 面） , 「山腹の水  流れ込む  について」 , 

https://kumanichi.com/kumacole/earthquake/1480657/ 

15. 2020 年 6 月 3 日掲載, 熊本大学（共同：関西学院大学）プレスリリース 「熊本地震後にみられた地下水位の
異常上昇の原因―巨大地震による山体地下水の解放を捉えた！―  について」 , https://www.kumamoto-

u.ac.jp/whatsnew/sizen/20200602-1 

14. 2020 年 5 月 28 日発行, 日本地下水学会誌（p 342）, 「巨大地震が地下水環境に与えた影響～2016 熊本地震か
ら何を学ぶか～, 嶋田 純・細野高啓編, 2020, 成文堂, 全 224 ページ, 2020 年 1 月 31 日初版発行書籍の書評 
について」 

13. 2020 年 4 月 25 日発行, 日本水文科学会誌（p 29-31）, 「巨大地震が地下水環境に与えた影響～2016 熊本地震
から何を学ぶか～, 嶋田 純・細野高啓編, 2020, 成文堂, 全 224 ページ, 2020 年 1 月 31 日初版発行書籍の書
評 について」 

12. 2019 年 8 月 14 日掲載, Earth & Space Science News (EOS) Editors’ Highlights,「Groundwater Drawn Downward After 

Kumamoto Quake について」, https://eos.org/editor-highlights/groundwater-drawn-downward-after-kumamoto-quake 

11. 2019 年 5 月 18 日掲載, 熊本日日新聞（朝刊, 18 面）, 「巨大地震が熊本に地下水環境に与えた影響の科学的
解明 について」 

10. 2019 年 5 月 17 日掲載, 熊本日日新聞（朝刊, 社会欄, 26 面）, 「憩いの湧き水 ピンチ について」 

9. 2019 年 4 月 14 日掲載, 熊本日日新聞（朝刊, 3 面）, 「地下水位 地震影響続く 熊本市でシンポ 研究者が報告 
について」 

8. 2019 年 4 月 10 日掲載, 西日本新聞（朝刊, 社会欄, 29 面）, 「熊本の地下水増えていた 熊大准教授ら調査, 震
災前と比較 地中亀裂, 阿蘇から流入 について」, https://www.nishinippon.co.jp/nnp/national/article/501394/ 

7. 2019 年 4 月 7 日掲載, 熊本日日新聞（朝刊, 社会欄, 24 面）, 「水前寺成趣園 池の水位一時低下 原因は「地下
の割れ目」 熊本地震 熊本大・細野准教授ら について」 

6. 2016 年 09 月 11 日掲載, 国際プレリリース「Anthropogenic, trans-boundary lead pollution in Japanese lakes につ
いて」https://www.eurekalert.org/pub_releases/2016-10/ku-atl100216.php 

5. 2014 年 11 月 24 日放送, FM クマモト「ヒューマン・ラボ 知的冒険の旅熊大ラジオ公開授業 について」 

4. 2012年 11月掲載, 熊本県環境保全協議会報 6ページ 研究室より一言「地下水環境問題を考える について」

https://kumanichi.com/articles/509257
https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/sizen/20211221
https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/sizen/20211221
https://www.u-ryukyu.ac.jp/news/30525/
https://www.eurekalert.org/pub_releases/2020-07/ku-coa070120.php
https://ewww.kumamoto-u.ac.jp/en/news/387/
https://univ-journal.jp/32754/
https://kumanichi.com/kumacole/earthquake/1480657/
https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/sizen/20200602-1
https://www.kumamoto-u.ac.jp/whatsnew/sizen/20200602-1
https://eos.org/editor-highlights/groundwater-drawn-downward-after-kumamoto-quake
https://www.nishinippon.co.jp/nnp/national/article/501394/
https://www.eurekalert.org/pub_releases/2016-10/ku-atl100216.php
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http://www.kumamoto-kankyo.jp/cate_04/48.pdf 

3. 2010 年 6 月 2 日掲載, 山形新聞 「鳥海山水系の恵み解明 について」 

2. 2008 年 11 月 19 日掲載, 朝日新聞 （朝刊, 32 面）「遊佐の鳥海山シンポ 豊かな恵み再確認 溶岩がパイプ役
になり について」関連 

1. 2008 年 10 月 29 日掲載, 朝日新聞 「鳥海山から考える地域と暮らし について」関連 

 

学会・学術での委員暦 

2025-現在 日本地下水学会代議員 

2024-現在 日本地下水学会調査研究委員会_PFAS による地下水汚染への対応に関する調査研究グループ委員 

2024-現在 日本地下水学会調査研究委員会_能登半島地震における調査研究グループ委員 

2024-2025 日本水文科学会学会賞選考委員 

2023 日本地球惑星科学連合 2023 年大会セッション‘Material transportation and cycling at the land-sea interface: from 

headwaters to the ocean’代表コンビナー（Japan Geoscience Union, Session Chief Convener, 2023） 

2022 JSPS 科学研究費審査意見書作成者（JSPS Grant-in-Aid opinion panel） 

2019-現在 総合地球環境学研究所 共同研究員 

2021 日本地下水学会名誉会員候補者推薦委員会 

2019 JSPS 科学研究費委員会専門委員（JSPS Grant-in-Aid for Scientific Research committee） 

2019-現在 日本地下水学会調査研究委員会（Research promotion committee, Japanese Association of Groundwater 

Hydrology) 

2019 日本地球惑星科学連合 2019 年大会ベストポスター賞審査委員（Japan Geoscience Union, best presentation 

award panel, 2019） 

2018 JSPS 科学研究費委員会専門委員（JSPS Grant-in-Aid for Scientific Research committee） 

2018 The International Association of Hydrogeologists, best presentation award panel, 2018 

2018 日本地球惑星科学連合 2018 年大会ベストポスター賞審査委員（Japan Geoscience Union, best presentation 

award panel, 2018） 

2018 日本水文科学会最優秀賞審査委員（Japanese Association of Hydrological Sciences, best presentation award panel, 

2018） 

2017 JSPS 科学研究費委員会専門委員（JSPS Grant-in-Aid for Scientific Research committee） 

2016 JSPS 科学研究費委員会専門委員（JSPS Grant-in-Aid for Scientific Research committee） 

2015 日本地下水学会誌特集号編集委員（Editor member, Japanese Association of Groundwater Hydrology） 

2014 日本地下水学会 2014 年秋季講演会（熊本大会）実行委員 

2013 -現在 日本水文科学会誌編集委員会（Editor member, Japanese Association of Hydrological Sciences 

2008 日本地質学会第 115 年年会（秋田大会）実行委員 

2002-2005 資源地質学会広報および選挙管理委員（Committee member of PR and election, Society of Resource 

Geology） 

 

学位審査暦 

主査（chief） 

Oktanius Richard Hermawan（2023 年 9 月，博士_理学） 

http://www.kumamoto-kankyo.jp/cate_04/48.pdf
http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
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A.T.M. Sakiur Rahman（2020 年 9 月，博士_理学） 
Ahmad Taufiq（2019 年 3 月，博士_学術，Double Degree Doctor Program with ITB） 

井手 淨（2017 年 3 月，博士_理学） 

副査（deputy advisor） 

島袋 琉（2026 年 3 月，博士_理学） 

Jeerapong Laonamsai（2021 年 9 月，博士_学術） 

冨松由希（2020 年 3 月，博士_理学） 

高本尚彦（2017 年 3 月，博士_理学） 

Halda Aditya Belgaman（2017 年 3 月，博士_理学） 

曾 祥勇（Xiangyong Zeng）（2016 年 9 月，博士_学術） 

Shahadat Hossain（2016 年 3 月，博士_学術） 

Yaser Nikpeyman（2015 年 3 月，博士_学術） 

外部評価委員（external reviewer） 

Gori Francesca（2023 年, 博士, Sapienza Università di Roma, Italy） 

 

受賞 

本人（personal） 

6. 日本水文科学会学術賞, 細野高啓 (2025 年 10 月 18 日受賞) 

5. 2020 IROAST Research Awards, 国際先端科学技術研究機構研究活動表彰, 優秀活動表彰, 細野高啓 (2021 年 6

月 22 日受賞) 

4. 2019 IROAST Research Awards, 国際先端科学技術研究機構研究活動表彰, 優秀活動表彰, 細野高啓 (2020 年 5

月 28 日受賞) 

3. 日本地下水学会論文賞, 森康二, 田原康博, 多田和広, 細野高啓, 嶋田純, 松永縁, 登坂博行. 流域スケールに
おける反応性窒素移動過程のモデル化と実流域への適用性検討. 地下水学会誌, 2016, 58, 63-86（2017 年 5 月
20 日受賞）. 

2. 日本資源地質学会研究奨励賞, 細野高啓, 中野孝教, Petrochemistry of volcanic rocks in the Hishikari mining area of 

southern Japan, with implications for the relative contribution of lower crust and mantle-derived basalt. 2004（2004 年 6

月受賞）. 

1. 日本資源地質学会ベストポスター賞, 細野高啓, 中野孝教, 菱刈金鉱床周辺の火山岩の起源と進化: 火山岩マ
グマへの古大陸性地殻の寄与. 2002（2002 年 6 月受賞）. 

学生（student） 

7. Oktanius Richard Hermawan, 2021 年度日本地下水学会秋季講演会若手優秀講演賞, Oktanius Richard Hermawan, 

Takahiro Hosono, Yasumoto Jun, Ryuichi Shinjo, Chitoshi Mizota, Toshiro Yamanaka. Cause of elevated sulfate 

concentrations in limestone aquifers in southern Okinawa Island, Japan. (指導教員, 細野高啓)（2022 年 5 月 21 日受
賞）. 

6. A.T.M. Sakiur Rahman, 学生表彰 ‘Academic Excellence Award’ (自然科学教育部 博士_理学) , 2021 年 3 月 25 日 

(指導教員, 細野高啓) . 

http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
http://accafe.jp/hosono/index.php?Research
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5. 山田千聡, 学生表彰 (熊本大学理学部地球環境科学コース 修士_理学) , 2019 年 3 月 25 日 (指導教員, 細野高
啓) . 

4. 山田千聡, 2017 年度日本地下水学会秋季講演会若手優秀講演賞, 山田千聡, 細野高啓, 中田晴彦, 石井絵里, 阿
草哲郎, 柴田智郎, 先名重樹, 奥村梓, 嶋田純. 熊本地震後の地下水位上昇と酸素・水素安定同位体比の比較検
討. (指導教員, 細野高啓)（2018 年 5 月 19 日受賞）. 

3. 井手淨, 2017 年度日本水文科学会研究奨励賞, 井手淨, 利部慎, 細野高啓, 嶋田純, 繰り返し採水試料の CFCs 

(クロロフルオロカーボン類) に よる霧島火山群湧水の滞留時間推定 ―Lumped parameter model による年代
解析―. 日本水文科学会誌, 2016, 46(3), 213–231 (2017 年 9 月 30 日受賞) . 

2. 橋本美穂, 学生表彰 (熊本大学理学部地球環境科学コース 学士_理学) , 2017 年 3 月 25 日 (指導教員, 細野高
啓) . 

1. 折式田崇仁, 第 20 回環境化学討論会最優秀学生賞 (修士の部 エントリー数：39 名) , 2011 年 7 月 17 日 (指
導教員, 中田晴彦, 共著) . 

 

学内委員暦 

2026 年度     講座主任、コース長、研究委員会、国際委員会、運営会議、人事管理委員、留学生担当、安全
委員、大学院入試委員長 

2025 年度     学資金返還免除候補者選考委員会、理学部安全委員長、留学生担当 

2024 年度     学資金返還免除候補者選考委員会、GLC 入試、大学入試地学部会会長、留学生担当 

2023 年度     講座主任、コース長、研究委員会、研究インターンシップ、国際委員会、GLC 入試、運営会議、
人事管理委員、理学部改革若手 WG 委員、セクシャルハラスメント防止委員、留学生担当 

2022 年度     学生委員、地学部会（正）教養教育担当、セクシャルハラスメント防止委員、留学生担当 

2021 年度    FD 委員、留学生担当 

2020-2021 年度 安全委員、留学生担当 

2019 年度-現在 国際先端科学技術研究機構（IROAST）国際共同研究推進教員 

2018 年度-現在 国際先端科学技術研究機構（IROAST）国際共同研究員 ユニット長 

2018-2020 年度 有明海・八代海の自然環境の再生・創生を目的とする総合的・実践的研究 メンバー 

2018-2019 年度 教務委員（正）、3 年担当、留学生担当 

2016-2017 年度 教務委員（副）、3 年生担当（2017 年度のみ）、留学生担当 

2014-2017 年度 熊本大学自然科学系国際共同拠点サブリーダー 

2010-2017 年度 談話会世話役 

2010-2014 年度 地下水環境リーダー育成国際共同研究拠点推進メンバー 

2009-2012 年度 熊本大学拠点形成研究 B 推進メンバー 

 

担当授業 
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熊本大学（2009 年度～現在） 

地球科学 I（1 年，必修，前期，15 コマ） 

基盤実験（1 年，必修，通年，分担） 

地球環境科学（2 年，選択，後期，8 コマ） 

共通実験（2 年，必修，前期，分担） 

水圏環境科学（3 年，選択，後期，8 コマ） 

社会地球科学（3 年，選択，後期，分担） 

地球惑星科学実験 A（3 年，選択，後期，8 コマ） 

地球惑星科学実験 E（3 年，選択，後期，8 コマ） 

水圏環境科学特論（博士前期，選択，前期，15 コマ） 

流域環境科学特論（博士後期，選択，後期，15 コマ） 

地球環境科学演習（A および B）（研究室メンバー，必修，通年） 

地球環境科学セミナール（I および II）（研究室メンバー，必修，通年） 

Global Seminar（I および II）（研究室メンバー，必修，通年） 

（過去に行っていた授業） 

野外巡検（3 年，選択，通年，分担） 

基礎水圏科学（2 年，選択，後期，8 コマ） 

地学 I（1 年，必修，前期，15 コマ） 

地球エネルギー学（3 年，選択，後期，15 コマ） 

異分野融合実験（地下水環境リーダー育成国際共同教育拠点関連, 博士後期 1 年，必須，通年） 

自然科学研究科プロジェクトゼミナール 

秋田大学（2007～2008 年度） 

情報処理の技法 A（1 年 後期） 

応用地球科学概論（1 年 前期 分担） 

外国語文献購読 II（2 年 後期） 

金属鉱床学実験（3 年 前期） 

地質調査法実習および新級論文（3 年 前期 分担） 

鉱床学応用実験（3 年 後期） 

土曜巡検（3 年生 後期） 

英文論文輪読（研究室メンバー 通年） 

研究室ゼミ（研究室メンバー 通年） 

早稲田大学（2004～2005 年度） 

理工学実験 1B（1 年 前期） 

理工学実験 2A（1 年 後期） 

地球科学実験 B（3 年 通年） 

研究室土曜ゼミ（研究室メンバー 通年） 

 

獲得研究費 

http://accafe.jp/hosono/swfu/d/C-01.jpg
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文部科学省 科学研究費補助金（研究代表者として） 

7. 科学研究費補助金（基盤研究（A））, R4-7 年度, 地下水の硝酸性窒素汚染問題の根本解決に資する窒素動態モ
デルの創出, 総額 4134 万円（直接経費＝3180 万円、間接経費＝954 万円) 

6. 科学研究費補助金（国際共同研究加速基金 国際共同研究強化（A））, R2-4 年度, 直下型地震による地下環境
変化のグローバルモデルの創出, 総額 1521 万円（代表者としての配当分の直接経費＝1170 万円, 間接経費＝
351 万円） 

5. 科学研究費補助金（基盤研究（B））, H29-32 年度, 熊本地震による地下水環境変化の全容解明, 総額 1729 万円
（代表者としての配当分の直接経費＝970 万円, 間接経費＝291 万円） 

4. 科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）, H26-28 年度, 越境大気汚染モニタリング特定湖沼の提案, 364 万円（直
接経費 280 万円, 間接経費 84 万円） 

3. 科学研究費補助金（若手研究（A））, H24-27 年度，窒素－硫黄－炭素同位体システマティクスを用いた脱窒メ
カニズム解明法の確立, 1560 万円（直接経費 1200 万円, 間接経費 360 万円） 

2. 科学研究費補助金（若手研究（A））, H20-23 年度，環境トレーサビリティ法を用いた新しい水質汚染評価手法
の開発と実用に関する研究, 1300 万円（直接経費 910 万円, 間接経費 390 万円） 

1. 特別研究員奨励費（日本学術振興会）, H18-19 年度, 大都市の地下環境の変質過程の解明, 230 万円 

独立行政法人環境再生保全機構（研究代表者として） 

1. 環境研究総合研究費（安全確保領域・MD 枠）, R7-9 年度, PFAS の排出源推定と分布予測を可能とする広域地
下水流動モデルの創出, 総額 5867 万円 

その他外部資金（研究代表者として） 

13. 熊本県委託研究, R7 年度, 地下水流動モデル構築による地下水中の硝酸性窒素の現状把握に関する調査研究
業務, 200 万円 

12. 熊本県委託研究, R6 年度, 地下水流動モデル構築による地下水中の硝酸性窒素の現状把握に関する調査研究
業務, 235 万円 

11. 熊本県委託研究, R5 年度, 地下水流動モデル構築による地下水中の硝酸性窒素の現状把握に関する調査研究
業務, 235 万円 

10. 熊本県委託研究, R4 年度, 地下水流動モデル構築による地下水中の硝酸性窒素の現状把握に関する調査研究
業務, 235 万円 

9. 熊本県委託研究, R3年度, 地下水流動モデル構築による地下水中の硝酸性窒素の現状把握に関する調査研究業
務, 192.5 万円 

8. 熊本県委託研究, R2年度, 地下水中の硝酸態窒素及び窒素安定同位体比分析による地下水中の硝酸態窒素の現
状及び起源評価に関する調査研究業務, 162 万円  

7. 熊本県委託研究, R1 年度, 土壌コア水中の水素・酸素安定同位体解析による農業由来硝酸性窒素の地下への浸
透状況等に関する調査研究業務, 189 万円 

6. 熊本県委託研究, H30 年度, 土壌コア水中の水素・酸素安定同位体解析による農業由来硝酸性窒素の地下への
浸透状況等に関する調査研究業務, 189 万円 

5. 熊本県委託研究, H29 年度, 土壌コア水中の水素・酸素安定同位体解析による農業由来硝酸性窒素の地下への
浸透状況等に関する調査研究業務, 189 万円 

4. サントリー寄付金, H29-31 年度, サントリー熊本地下水みらいプロジェクト「熊本県内の地下水流動メカニズ
ムへの震災影響に関する調査研究」, 6000 万円 
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3. 熊本県委託研究, H28 年度, 土壌コア水中の水素・酸素安定同位体解析による農業由来硝酸性窒素の地下への
浸透状況等に関する調査研究業務, 189 万円 

2. 財団法人交流協会研究助成（技術交流専門家事業）, H22 年度，台湾島における海底湧水の湧出量と分布の評
価に対する日台共同研究, 約 60 万円 

1. 深田研究助成，H20 年度, Sr, Nd, Pb 同位体比を用いた, 南九州火山－熱水系形成メカニズムに関する研究, 40

万円 

学内競争資金（研究代表者として） 

18. 国際先端科学技術研究機構, R6, 国際共同研究支援, 100 万 

17. 国際先端科学技術研究機構, R5, 論文投稿支援事業, 約 32 万 

16. 国際先端科学技術研究機構, R5, 国際共同研究支援, 100 万 

15. 国際先端科学技術研究機構, R4, 論文投稿支援事業, 約 33 万 

14. 国際先端科学技術研究機構, R4, 国際共同研究支援, 100 万 

13. 国際先端科学技術研究機構, R3, 国際共同研究員研究支援経費, 200 万 

12. 国際先端科学技術研究機構, R3, 論文投稿支援事業, 約 18 万 

11. 国際先端科学技術研究機構, R3, 研究活動表彰, 50 万 

10. 国際先端科学技術研究機構, R2, 研究活動表彰, 50 万 

9. 国際先端科学技術研究機構, R2, 論文投稿支援事業, 約 70 万 

8. 国際先端科学技術研究機構, R1, 研究環境整備費, 約 62 万 

7. 国際先端科学技術研究機構, H30- , 国際共同研究推進費, 約 50 万/年 

6. 自然科学系国際共同拠点, H26-29 年度, 流域化学風化作用における大気二酸化炭素吸収能力の定量評価に関す
るドイツ・ハンブルグ大学との国際共同研究, 50-100 万/年 

5. 平成 26 年度若手研究者支援制度インセンティブ, 挑戦的萌芽研究の評価に関連して, 合計 54.42 万円 

4. 平成 25年度熊本大学若手国際共同研究スタートアップ, H25年度, 地下水硝酸汚染の自然浄化メカニズム解明
に資する新しい同位体トレーサー法の開発 , 96 万円 

3. 平成 22~24 年度若手研究者支援制度インセンティブ, 科学研究費補助金（若手研究（A））の評価に関連して, 

合計 131 万円 

2. 秋田大学年度計画推進経費, H19 年度, マルチ同位体による環境トレーサビリティ法の開発, 150 万円 

1. 早稲田大学研究助成, H15-16 年度, Sr-Nd-Pb 同位体法による含金熱水脈の起源解明, 65 万円 

参画プロジェクト（分担者、担当者、協力者、参加者として） 

23. 環境研究総合研究費（安全確保領域）, R7-9 年度, 蓄積リンを新たな水質指標としたサンゴ礁保全に向けた陸
域負荷低減戦略（代表：総合地球環境学研究所 安元純） 

22. 科学研究費助成事業（基盤研究 C）(分担), 2022-2025 年度, イオン-分子反応を利用した迅速同位体分析に基
づく地下水流動解析, （代表：谷水雅治 関西学院大学）総額 429 万円 

21. 総合地球環境学研究所, 2021-2025 年度, 陸と海をつなぐ水循環を軸としたマルチリソースの順応的ガバナン
ス：サンゴ礁島嶼系での展開, （代表：総合地球環境学研究所 新城竜一・安元純）, 総額 2 億 5000 万円 

20. 科学技術振興機構（戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開発）SOLVE for SDGs）, 2019-2022 年度, 亜熱
帯島嶼の持続可能な水資源利用に向けた参画・合意に基づく流域ガバナンスの構築（代表：安元純 琉球大
学）, 総額 6900 万円 

19. 有明海・八代海の自然環境の再生・創生を目的とする総合的・実践的研究（分担）, 参画期間：2018-2020 年
度, 近年の熊本地域の地下水硝酸態窒素汚染の実態把握, 配当金総額約 150 万円 
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18. 科学研究費補助金（基盤研究（C））（分担）, H29-31 年度, 地下水の流動状態把握および水質解析のための新
たな金属元素同位体指標の確立（代表：谷水雅治 関西学院大学）, 総額 360 万円 

17. 科学技術振興機構 J-Rapid（分担）, H28 年度, 熊本地震による地下水汚染の実態把握に関する緊急環境調査
（代表：中田晴彦 熊本大学）, 総額 304 万円 

16. 熊本県委託研究，H27 年度, 土壌コア水中の水素・酸素安定同位体分析による農業由来硝酸性窒素の地下へ
の浸透状況等に関する調査研究業務（代表：嶋田純 熊本大学）総額 133 万円 

15. 熊本県委託研究, H26年度, 土壌コア水中の環境同位体分析に基づく地下水汚染物質の浸透状況等に関する調
査研究業務委託（代表：嶋田純 熊本大学）, 総額 190 万円 

14. 科学研究費補助金（基盤研究（B））, H22-25 年度, ユーカリ林を組み込んだ土地利用連鎖系による持続的土
地利用の実証と体系化（代表：田瀬則雄 筑波大学）, 総額 1,300 万円 

13. 文部科学省特別経費（大学の特性を生かした多様な学術研究機能の充実）, H23-27 年度, 生物多様性のある八
代海沿岸海域環境の俯瞰型再生研究プロジェクト, 総額 3 億 3240 万円 

12. 科学技術振興機構（戦略的創造研究推進事業チーム型研究（CREST））, H22-27 年度，地域水循環機構を踏ま
えた地下水持続利用システムの構築（代表：嶋田純 熊本大学）, 総額 2 億 3950 万円 

11. 人間文化研究機構（連携研究）, H22-26 年度，アジアにおける自然と文化の重層的関係の歴史的解明, 総額 1

億 7500 万円 

10. 科学技術総合推進費（戦略的環境リーダー育成拠点形成）（分担）, H22-26 年度, 地下水環境リーダー育成国
際共同研究拠点, 総額 3 億 4500 万円 

9. 熊本大学, H20-24 年度, 拠点形成研究 B（代表：嶋田純 熊本大学）, 総額 2500 万円 

8. 総合地球環境学研究所『都市の地下環境に残る人間活動の影響』, H17-22 年度, プロジェクト経費 

7. 人間文化研究機構連携研究『人と水』, H17-22 年度, プロジェクト経費 

6. 総合地球環境学研究所『日本の環境質の高精度診断と安全性評価』, H16-17 年度, プロジェクト経費 

5. 総合地球環境学研究所『琵琶湖-淀川水系における流域管理モデルの構築』, H14-18 年度, プロジェクト経費 

4. 科学研究費補助金（基盤研究（B））, H14-16 年度, カンボジアおよびタイのクメール建造物の石材並びに石材
劣化に関する研究,（代表：内田悦生 早稲田大学）総額 1,456 万円 

3. 科学研究費補助金（基盤研究（A））, H13-16 年度, チリ海嶺沈み込みと陸弧における火成活動の時空的変遷,

（代表：安間了 筑波大学）総額 3,055 万円 

2. 科学研究費補助金（基盤研究（A））, H13-15 年度, 流体包有物と微小鉱物形成からみたプレート境界付近の過
去の地震断層の研究（代表者：小川勇二郎 筑波大学）, 総額 3,890 万円 

1. 日本国政府アンコール遺跡救済チームユネスコ文化遺産保存日本信託基金 , H11-16 年度, アンコール遺跡の
石材供給源の特定ならびに石材劣化の原因究明,（代表：中川武 早稲田大学） 

 

社会貢献 

2026 年 2 月 16 日~現在 九州環境管理協会 技術諮問委員 

2025 年 10 月 14 日~現在 阿蘇グリーンインフラの貢献度評価指標検討委員会委員 委員 

2025 年 4 月 1 日~現在 熊本県地下水と土を育む農業推進県民会議 委員 

2024 年 9 月 20 日~2026 年 8 月 29 日 熊本県廃棄物専門会議 委員 

2024 年 3 月 18 日~現在 特定公共下水道の放流先に関する有識者会 有識者 

2023 年 10 月 11 日 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 審査委員 

2023 年 4 月~同年 8 月 熊本県地下水涵養指針改正検討部会 委員 

2023 年 1 月 令和４年度洋上風力発電に係る環境影響評価のための環境調査（山形県遊佐町沖） ヒアリング 
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2022 年 8 月~現在 熊本県環境影響評価審査会委員 地下水部門 委員 

2022 年 6 月~現在 公益財団法人 肥後の水とみどりの愛護基金 理事 

2022 年 4 月~現在 熊本県環境生活部環境局環境保全課 学識経験者 

2021 年 4 月~現在 荒尾地域硝酸性窒素削減対策会議 有識者 

 

企業との共同研究・コンサルティング 

2025 年 9 月 17 日~ 住友金属鉱山（株）菱刈鉱山「菱刈鉱山坑内湧水の調査」 技術指導 

2025 年 4 月 1 日~2026 年 3 月 31 日 株式会社アクアジオテクノ「上水道水源井戸全体計画策定業務」 意見聴
取及び技術指導 

2024 年 10 月~現在 TSMC/JASM Green Joint Development Project「Multidisciplinary study for comprehensively 

understanding the groundwater flow systems and environmental dynamics in Kumamoto region」 共同研究者 

2023 年 1 月~同年 8 月 SUNTORY「水資源のサステナビリティ確保に向けた基礎研究」 技術指導 


